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午前１０時    開議 

○議長（行重 延昭君）  定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開きます。 

 欠席の届け出のありました議員は、平田議員であります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  会議録署名議員の指名   

○議長（行重 延昭君）  本日の会議録署名議員を御指名申し上げます。１９番、田中健

次議員、２０番、山下議員、御両名にお願い申し上げます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

  一般質問   

○議長（行重 延昭君）  議事日程につきましては、昨日に引き続き一般質問でございま

す。よろしくお願いをいたします。 

 これより早速質問に入ります。最初は４番、清水議員。 

        〔４番 清水 浩司君 登壇〕 

○４番（清水 浩司君）  おはようございます。会派「和の会」の清水浩司でございます。

それでは、通告の順に従って、ＡＥＤの管理方法とＡＥＤ購入時の補助金について、ス

ポーツ指導者の資格制度制定についての２項目について質問させていただきます。よろし

くお願いいたします。 

 ＡＥＤのことについてお聞きする前に、１週間前の６月２２日に、小野地域では、自主

防災組織で佐波川洪水を想定した防災訓練を行いました。これは、全て企画から実行まで
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自主防災組織で行いました。新聞等でごらんになった方もいらっしゃるかと思いますが、

自主避難所と本部が緊密に連絡をとり、多大な成果を上げるとともに多くの反省点のあっ

た防災訓練でございました。 

 当日御協力いただきました防府市関連の皆様方、大変ありがとうございました。 

 この訓練の打ち合わせの際に、約５０名が参集して、事前に打ち合わせを行った際に、

防府市消防署の方に来ていただき、ＡＥＤの使い方を指導していただきました。そのとき

に気づいたことがありました。指導していただいたときに、ＡＥＤについては、３０秒間

の人工呼吸、１秒間に２回の心臓マッサージと２回のマウス・ツー・マウスの併用が必要

であると、このように指導を受けたんですが、ＡＥＤの取説には、パットを張って、様子

を見て、使えるかどうかとかいう形で、音声では教えてくれます。しかし、心臓マッサー

ジ、その他のことについては併記してありません。このことについても併記する必要があ

るのではないかと、実際訓練を受けて思った次第です。 

 次に、ＡＥＤの設置場所ですが、市内の公民館や小・中学校、市役所等に、公立の場所

には９１カ所常備してあります。その他を含めると、市内では１３０カ所のＡＥＤが設置

してあります。 

 しかし、ＡＥＤについて、例えば公民館であれば、公民館を使用する人間を対象として

おりますので、９時から５時までと、その他の時間には鍵がかかって、例えば、公民館近

くの住民が必要と迫られても使えない。これは、住民を対象にしていないんだったら管理

上仕方がないかなと、このように思っておったんです、実は。 

 ところが、ＡＥＤについて一般質問をすることを知った同僚議員から情報をいただきま

した。それには、先般、山形県の高校野球部で、練習中に、野球部の練習なんですが、陸

上トレーニングの中でインターバルトレーニングというのをやります。 

 これは、古い、ヘルシンキオリンピックで、５，０００メートル、１万メートル、マラ

ソンで優勝した、あの有名なエミール・ザトペック、彼が自分で考案して取り入れた練習

方法なんです。例えば、４００メーターを７０秒で走って、２００メーターをジョグでつ

なぐ、それを３０本とか、４０本とか、今、箱根駅伝等に出ている大学では多いところは

８０本やる。８０本といったら４００メーター走るだけで３２キロメーターです。それを

ジョギングでつないでいるわけです。だから、練習中にマラソン１本ぐらい走るような距

離をやっている。非常に、長距離のトレーニングの中でも過酷なトレーニングの一種でご

ざいます。 

 これを、高校の野球部、山形商業の野球部で練習をしていたところ、突然倒れました。

つい最近の話です、これは。私がＡＥＤをやろうとして提出した後の話ですから、最近の
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話でございます。 

 この山形の高校には、ＡＥＤが校内に２カ所ありました。ところが、放課後だったので、

ＡＥＤのある場所に鍵がかかっていて、顧問も鍵を持っていなかった。ＡＥＤが宝の持ち

腐れになり、救急車を呼んだところ、救急車に搭載されていた機器で、野球部の選手に処

置をしたが間に合わなかったと、こういう事実がございます。 

 学校側は、倒れた後の処置は最善を尽くした。しかし、ＡＥＤの設置場所については、

見直しも含め早急に検証するとしております。 

 防府市においても、管理方法等について、見直しの必要があるように思います。見解を

お聞きいたしたく存じます。 

 それと、もう一つ、ＡＥＤに関して言えば、先般、１０年ぐらい前に、この前お亡くな

りになった桂宮さんの弟の高円宮さんも、スカッシュの練習中に心室細動で亡くなってお

ります。これも、ＡＥＤがあれば助かった事例と言えるかと思います。 

 このように、ＡＥＤは、人の命を救うには非常に有効な機器でありながら、１セットが

約４０万円もいたします。非常に高価なわけです。なぜ高価かというと、普及していない

から単価が高くついていると。 

 このＡＥＤについては、自治会レベルでも普及させる必要があるように思います。そう

なると単価も安くなります。 

 実は、確認したところ、ＡＥＤの購入については補助金が出ないということもお聞きし

ております。ぜひ、ＡＥＤの購入に補助金をつけることも検討していただきたく存じます。 

 以上、２点につきまして、見解をお聞きいたしたく存じます。よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（行重 延昭君）  ４番、清水議員の質問に対する答弁を求めます。市長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君）  御質問にお答えいたします。 

 ＡＥＤによる除細動は、心室細動等に伴う生命の危機を救うために極めて有効な手段で

ございますが、心室細動等に見舞われた場合、除細動までの時間が１分経過するごとに生

存率は約７％から１０％低下するとされておりまして、いざというときに、一刻も早くＡ

ＥＤを使用することが非常に重要でございます。 

 まず、ＡＥＤの使用とともに実施する人工呼吸の併記につきましては、議員のおっしゃ

るとおり、ＡＥＤの使用とともに人工呼吸を行うことが最善ではございますが、１分１秒

を争う状況において、人工呼吸の方法を御存じでない方が、マニュアルを見ながら実施す

ることは現実的に困難でございますので、一目でわかりやすいイラスト入りのものなどに
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ついて検討してまいらねばならないと思っております。 

 また、ＡＥＤの使用方法及び人工呼吸法等、救命処置に関する普通救命講習会を、毎月、

消防本部で開催しておりますので、できるだけ多くの市民の方に参加していただき、習得

していただきたいと考えております。 

 次に、ＡＥＤの設置場所についてでございますが、現在、市が公共施設に設置しており

ますＡＥＤは９１台、全て施設内の設置でありまして、施設近隣でのＡＥＤが必要な状況

が発生した場合、閉館時には施設内に入ることができませんので、使用できないことも考

えられます。 

 ＡＥＤ設置場所を、施設内部ではなく玄関軒下など屋外にすることで、施設利用者のみ

ならず、施設近隣の方々がいつでも使えること、また、設置場所がわかりやすいなどのメ

リットがあるわけでございますが、ＡＥＤは精密機械でございます、屋外に設置する場合

には、収納ケースを設置して、適正な温度管理を行う必要があること、また、盗難やいた

ずら等に対しても対策を施す必要があることから、これまで、屋内に設置してまいりまし

た。 

 議員御指摘のように、屋内設置は、いざというときにＡＥＤがすぐに使えない可能性も

ありますことから、近年、一部の自治体におきましては、屋外設置を行っている事例もあ

るようでございますので、これらの事例を参考に、屋外設置の方法や防犯対策について研

究し、ＡＥＤの屋外設置を検討してまいりたいと存じます。 

 また、自治会へのＡＥＤ設置に対する助成についてでございますが、現在、国及び県で

は、このような補助制度はなく、市においてもございません。これまで市では、公共施設

にＡＥＤの設置を進めてまいりましたが、市内の各事業所におきましても、独自で設置さ

れているところもあり、県が公表しておるＡＥＤ設置施設一覧なるものによりますと、市

内には１３２カ所設置されております。 

 なお、消防署から、遠隔地の富海と大道にある２４時間営業のコンビニエンスストア

２店舗に、消防本部がＡＥＤを設置いたしております。 

 御指摘のように、多くの人が手軽に使えるように、地域へのＡＥＤの設置普及は、必要

であるとは考えますが、設置する場所や設置後の維持管理についても、十分検討を行わな

ければならない課題であると考えておるところでございます。 

 以上、答弁申し上げました。 

○議長（行重 延昭君）  ４番、清水議員。 

○４番（清水 浩司君）  どうも、御丁寧なる御回答ありがとうございました。私のお聞

きしたいことについて事細かく答えていただきました。 
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 次に、ちょっとお聞きしたいのが、今、公共施設が９１台、市内が１３２カ所というこ

とでお聞きいたしておりますが、市内の、あるいは公共施設の設置している場所、どのよ

うな場所にあるか、緊急のときに使えるように、常日ごろ、先般から、まったく別件でご

ざいますが、自主避難所の看板とか、指定避難所の看板について、私は何度もお聞きし、

実行していただいておりますが、このような、ＡＥＤがこの場所にあるということを、常

日ごろから、住民、市民の目につくような表示とか、あるいは周知を徹底する必要がある

ように思います。 

 私も、このＡＥＤを取り上げるまでは、多分市内で５０カ所ぐらいしかないだろうなと

いう認識しかありませんでした。皆さんも同じじゃないかなと思うんです。ところが、現

実には、市内に１３２カ所もある。 

 しかし、それこそ、先ほど言いましたように、知らなければ宝の持ち腐れでございます。

ぜひ、設置場所を十分住民に知らせるような方策を、今後検討していただきたいと思いま

すが、その件についてはいかがでしょうか。よろしくお願いします。 

○議長（行重 延昭君）  総務部長。 

○総務部長（吉川 祐司君）  総務部の所管しておりますのは、主に市の公共施設でござ

いますけれども、今現在は、市のホームページ上で公開をさせていただいております。 

 県のほうは、市内全体の、民間のものも含めて、県のほうでホームページで公開して、

その設置場所については、グーグルマップといいます、いわゆるインターネット上の地図

に落とし込むという形で公表されているようでございます。 

 ただ、今議員おっしゃいますように、ホームページを見ればわかるわけですけれども、

ホームページを見られる方がどのぐらいおられるかわかりませんし、何らかの形で、例え

ば市広報に１回出してみるとか、あるいは地区の公民館等に設置場所を出してみるとかい

うような形で、今以上の広報に努めていきたいというふうに思っております。 

○議長（行重 延昭君）  ４番、清水議員。 

○４番（清水 浩司君）  どうもありがとうございました。今後ともよろしくお願いいた

します。 

 それでは、以上をもちまして、ＡＥＤについては終わります。 

 次に、スポーツ指導者の資格制度制定について、この件でお聞きいたします。 

 昨年の６月議会で、スポーツ資格制度についてという形で、一般質問をさせていただい

ております。今回は、もう少し詳しくお聞きしたいと存じます。 

 昨年の６月の際には、受講や研修の機会があるものについては、積極的に各団体にお知

らせし、指導者の資質向上、啓発に努めております。今後、多くの方に資格を取っていた
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だくよう、より一層積極的な受講の啓発に努めてまいります。防府市独自の制度をつくっ

て、講習を実施し、レベルの高い指導者を養成すべきという、スポーツの資格制度につい

ては、同感であると、このように回答していただいております。 

 それから、早いもんで１年経過いたしました。この件に関しては、私も、もう少し突っ

込んだ形でお聞きしたいなという思いがずっとしておったんですが、平成２６年２月

２３日付の山口新聞、ここに、私、切り抜きを持っておりますが、スポーツ評論家として

有名な玉木正之氏の記事が掲載されておりました。この記事をかいつまんでちょっと紹介

させていただきます。昨日、サッカーグラウンドの件も出ておりましたので、それにも関

係する内容でございますので、皆さんも、あわせてお聞きいただけたらと、このように思

っております。 

 玉木正之氏の記事によると、１９８８年、日本体育協会は、社会体育指導員の資格付与

制度を創設した。しかし、資格がないとスポーツの指導ができないわけではない。そもそ

も指導者のライセンス制度が存在しないスポーツ組織が少なくない。日本サッカー協会は、

Ｓ級、これはＪリーグや日本代表チームの監督、以下Ａ級癩癩これはＪＦＬの監督癩癩か

らＤ級、少年少女サッカー指導員まで、細かくライセンス制度を整え、ゴールキーパー指

導者やフットサル指導者を定め、それぞれの指導者になるには、講習を受けたり、実技や

筆記の試験に合格することを求めている。 

 もちろん、ライセンス取得者でないとサッカー指導には携われないゆえ、資格取得後も

一定期間内に講習を受け続けなければ資格を失うというルールを定めている。 

 翻って、野球界では、少年野球チームでも、高校野球チームでも、プロ野球チームでも、

指導者になるためのライセンス制度は存在しない。しっかりした教えの知識がなくても、

その辺のおっちゃんでも誰でも指導者になれるのだ。 

 日本野球機構が野球指導者の公認ライセンス制度を設けようとしておりますが、これは、

プロ野球経験者や大学の野球指導者に返り咲く道を開こうとするもので、全ての野球指導

者を視野に入れたものではない。 

 どうせなら、日本野球界の頂点に立つプロ野球が、全ての野球指導者の統一ライセンス

制度の確立を目指し、甲子園大会での肩の酷使について指導上のルール、例えば連投の禁

止や玉数の制限等を確立し、積極的に示すべきではないだろうか。 

 野球だけでなく、体罰が大問題になった柔道やバスケットボールなどの競技でも、世界

のスポーツ界の模範になるような指導者ライセンスを導入し、競技の指導だけでなく、医

学、心理学、スポーツ史などの基礎知識も身につけさせるべきだろう。 

 それが、東京オリンピックに向けて大事なはずだ。と結んでおります。 
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 以上が、玉木正之氏の山口新聞の記事を紹介させていただきました。 

 ライセンスのないまま、野球界がこのまま推移すると、近い将来、日本でもサッカーが

野球をしのぐスポーツになる可能性があります。松浦市長も、野球を長年されてたと思い

ますが、このまま野球界がサッカーに追い越されると余りいい気分がしないんじゃないか

と、このように思っております。 

 私宅でも、次男は長年野球をやっておりましたが、実は、孫はサッカーをしております。 

 ぜひ、昨日のサッカーグラウンドの件も含めて、指導者をしっかりと観察していく、こ

のような制度が必要になるように思います。 

 もう一つ、記事を紹介させていただきます。 

 同じく山口新聞なんですが、平成２６年４月８日付の山口新聞の記事、ここには、元プ

ロ野球選手、工藤公康、吉井理人、仁志敏久の３人が、筑波大の大学院癩癩筑波大といえ

ば教育長の母校になるかと思いますが、もとの東京教育大、今筑波大と言っておりますが、

国立の大学でございます癩癩人間総合科学研究科に体育学を専攻するために入学したとい

うことが掲載されています。 

 吉井さんは、プロ野球や大リーグを経験していますが、記事の中で、入学の動機は、自

分の経験だけでは指導に限りがある。自分の経験はほんのわずかだと、プロ野球コーチ時

代は経験だけが頼りでうまく伝えられなかった。けがの予防につながるトレーニングや

コーチング理論を勉強したいと、このように、新聞の記事には書いてあります。 

 指導者とは、自分の経験だけで指導するというのは、非常に、自分の経験というのは狭

い世界です。世の中に自分の知らない知識というのは何百倍もあるように思います。そう

いったことを、この３人は気がついて、大学院に入学した。 

 前置きが非常に長くなりましたが、今後、指導者は、積極的に講習会に出かけて、スポ

少の指導員、あるいは各種団体の指導をする以上、講習を受けるべきだと思います。 

 私、今ここに２つの指導員証、これ私自身の指導員証なんです。これ、２つ持っており

ます。こちらは少林寺拳法の２級の指導者の資格、２０１７年と年が入っています。こと

し３月に講習を受けた、３年間たつと失効します。こちらスポーツ少年団指導者、これは

年月日も何も入っておりません。これは、たしか六、七年前に講習を受けて、私もスポ少

指導員なんですが、無期限、年が入っていない。１回受けたら終わり。トレーニングは

日々進化しております。毎年とはいわず、３年に１遍ぐらいは受ける必要があるように思

います。 

 防府市のスポ少のチームは、最低１人は指導員の資格が要るようになっているというふ

うになっているのは、昨年、回答でお聞きしておりますが、最低１人ではなくて、先ほど
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申し上げたサッカーの指導員は全員が受けるとなっております。教える立場の者は全員が

講習を受けるべきだと、このように思います。 

 ちょっと専門的な話をさせていただきますけど、私たちの筋肉というのは、赤い筋肉と

白い筋肉、俗に言う持久力のある遅筋と瞬発力のある速筋、これがあります。スポーツの

指導者でこのことを知らない人が結構います。皆さんはほとんど御存じかと思うんですが、

明らかに、これは先天的に生まれ育って持った筋肉なんです。 

 例えば、野球は速筋、陸上の長距離は当然遅筋です。例えば今やっているサッカーだっ

たら、スピードのある選手はフォワードにいく、持久力とスピードがある選手はバックス

とかミッドフィールダー、このように使い分けるわけなんですが、このような筋肉、それ

から、心肺系で言えば、最大酸素摂取能力と最大酸素負債能力、これも持久力と短距離系

の能力をあらわした言葉なんですが、技術ばかりで教えていると、このような人間の根本

的に持っている能力を知らなくて教える、こういうケースが非常に多いように思います。 

 子どもたちの将来のため、しっかりとした知識と経験を持つ者が指導する必要があるよ

うに思います。国や県の指示を待つのではなく、防府市独自で制度をつくり、講習を行い、

レベルの高い本物の指導者を養成するべきだと思います。見解をお聞きいたしたく存じま

す。よろしくお願いします。 

○議長（行重 延昭君）  答弁を求めます。市長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君）  御質問にお答えいたします。 

 本市には、スポーツ少年団に所属している児童が、平成２５年度末で、１０種目７５団

体、１，３４５名おりまして、そのほかにクラブチームに所属している児童が若干名おり、

各スポーツ少年団の指導者２６６名をはじめとした指導者が積極的な指導を行っておられ

ます。 

 スポーツ少年団の登録には、団員１０名以上と指導者１名以上が必要で、団員は原則と

して小学生以上、指導者は２０歳以上となっております。 

 これらの指導者のうち、日本スポーツ少年団指導者制度に定める資格を有しておられる

方は１４４名、有しておられない方が１２２名となっております。 

 この指導者の資格につきましては、指導者の資質向上を図ることを目的に、スポーツ少

年団登録規程施行細則に定められたもので、これまで「各団１名以上が認定員資格を持つ

こと」とされておりました。 

 平成２７年度からは、お互いが指導の内容を高めることができるとともに、独善的な指

導が防げることから、「各団２名以上が認定員資格を持つこと」に変更されることになっ
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ているところでございます。 

 このスポーツ少年団認定員は、日本スポーツ少年団本部が認定する指導者として、地域

におけるスポーツ少年団活動の中心的役割を持って、その指導、運営に当たるとともに、

組織の強化を図る役割を担うこととなります。 

 スポーツ少年団認定員を取得することで、指導者の資質が向上することになり、自分の

経験だけをもとに間違った指導をする例は少なくなるとともに、技術指導だけでなく、ス

ポーツ医学、あるいは科学を利用したトレーニング方法の指導など、総合的な見地から適

切な指導が可能になるものと考えております。 

 しかしながら、競争性や技術性ばかりに集中し、勝利至上主義に至っている指導例も、

残念ながら皆無とは言えないと推察しているところでございます。 

 時折問題になっております、スポーツ指導における体罰などの防止は、大変重要な点で

ありまして、十分な注意喚起を行っております。 

 議員御提言の「しっかりと講習を受けた人が現場で指導できるように防府市独自の資格

制度の確立をすべきである」というお考えには、私も同感でございます。 

 防府市独自の指導者資格制度を創設するためには、資格を認定する仕組みづくりが必要

でございまして、検討項目が多くあると考えられますので、栃木県足利市あるいは千葉県

市川市、東京都足立区などの先行事例も参考にしまして、指導者が専門性の高いスポーツ

理論を習得できる方法について検討してまいりたいと考えております。 

 以上、答弁申し上げました。 

○議長（行重 延昭君）  ４番、清水議員。 

○４番（清水 浩司君）  どうもありがとうございました。 

 今御回答いただきました、スポ少の各団ということでございましたけど、防府市は、比

較的スポ少加入率というか、スポ少以外の団体というのは少ないのかなという思いがして

おりますが、私が以前いた、大阪府高槻市、これは４０万都市でございますが、これはス

ポ少に加入してない、例えば野球チームなんかも半分ぐらいあるんです。そうすると、ス

ポ少だけではカバーできないわけなんです。 

 そういった意味で、スポ少に限らず、各団体全てに対して、逆にスポ少のほうは、私も

いろいろと調べてみたけど、しっかりとした、最低１人、あるいは２７年から２人という

ふうに、割合その辺が考慮されているように思います。それ以外の団体に対しても、この

ような資格制度が、むしろ要るように思うんです。それは、スポ少だけではなくて、まだ

たくさんあるように思います。 

 ぜひ、例えば、各チームに最低１人、１級、２級、３級というように、現場の資格を分
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けてみたら、簡単に最初の指導者がとっかかりができるように思います。 

 人によっては、そのような講習をやって指導者をつくったら、それでなくても我々はボ

ランティアでやっているんだから、指導者になり手がいなくなる、そんなきついことを言

わなくてもいいじゃないかと、こういう意見が当然出てまいります。そういう人はいます、

経験上。 

 しかし、先ほど言いましたように、指導員制度を実行しているサッカー界は、オリンピ

ックをしのぐと言われる、今やっております、世界最大のスポーツの祭典、ワールドカッ

プサッカーを開催しております。それだけのしっかりとした指導員制度をつくっている組

織だからこそ、このようにしっかりとした大会ができるように思います。 

 ぜひ、もう少し踏み込んだ、例えば１級、２級、３級というような形ででも、防府市独

自の指導員制度は早急につくれないものか、再度お聞きいたします。 

○議長（行重 延昭君）  総合政策部長。 

○総合政策部長（持溝 秀昭君）  今の議員の御質問にお答えしたいと思います。 

 指導員の資格制度につきまして、今議員は、例えば１級、２級、３級というふうに３段

階的な新たな資格制度をつくってみてはどうかという御質問だったと思います。 

 先ほど市長のほうも答弁しましたところですが、先行している自治体が、大きなところ

では今３つございます。一部ではございますが、その中の制度、仕組みについて少し研究

してみました。その中では、やっぱりスポーツ指導員にふさわしいための知識あるいは実

際の実技、これを習得するために、長期間の講義、実技、例えば３カ月で毎週やるとか、

そういったしっかりとした単位が取れたら公認の資格を付与するといった制度を使ってお

ります。 

 その中で、実際には、資格を正式に付与するには、検定試験まで行っているところもご

ざいました。 

 もう一つは、その仕組みを大きく分けますと、サポーターといいますか、ボランティア、

こういった登録制度、それからもう一つは、今議員がおっしゃっているように、かなりし

っかりした技術を身につける、あるいはスポーツの医学的な知識も身につける。そういっ

た、結構専門的なところまでやる公認の指導者、こういった区別があるように思いました。 

 そこで、防府市で、これをどこまで取り入れることができるかということについて、今

からはそこを検討してみたいと思います。 

 ただ、先ほど議員もおっしゃいましたように、いきなりすぐにはなかなか制度ができま

せんもんですから、段階を追って整備することが一つの方法。それと、もう一つは、人材

がある程度いないと、講義をするにしても、実技を教えるにしてもできませんので、その
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辺との絡みもございますので、もう少し時間をいただきながら前向きに取り組んでいきた

いというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（行重 延昭君）  ４番、清水議員。 

○４番（清水 浩司君）  前向きに検討するという御回答をいただきまして、大変ありが

とうございます。 

 ぜひ、私は思うに、例えば、現場指導者は、必ず先ほど掲げましたようなワッペンをつ

けて指導するということで、そこら辺の父親でも、例えば少年野球であれば、自分が野球

を経験しておれば、父親が口を挟むんです、指導者がいても。そういうケースはよくある

んです。逆に言えば、指導者としてはやりにくい。このようなケースを多々見受けました。 

 そういった意味で、現場で指導する者は必ずワッペンをつけなければいけない。このよ

うにすれば、指導者に対して、父兄なんかも、あの人は指導者なんだなと、あの人はただ

のおっちゃんが来てるんやな、で、横でぐちゃぐちゃ言うてるな、はっきりとこのように

区別がつくわけなんです。 

 これは、私もそのような体験をした中で、ぜひこのような形をとっていただきたいとい

うのは、過去、若い時代に、４０歳前後のころにこのような経験をしたのをちょっと皆さ

んに今披露させていただきました。 

 ぜひ、防府市百年の大計のために、今後、指導員制度について、ぜひ前向きに検討して

いただくことをお願いして、私の質問を終わらせていただきます。どうもありがとうござ

いました。 

○議長（行重 延昭君）  以上で、４番、清水議員の質問を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（行重 延昭君）  次は、２番、橋本議員。 

        〔２番 橋本龍太郎君 登壇〕 

○２番（橋本龍太郎君）  皆さん、おはようございます。自由民主党「一心会」、橋本龍

太郎でございます。本日は、教育のまち日本一を目指す防府市の教育について質問をさせ

ていただきます。真摯なる御答弁、よろしくお願いいたします。 

 まず初めに、防府市におきましては、来年放送予定のＮＨＫ大河ドラマ「花燃ゆ」のゆ

かりの地として、県内外から注目されていることだと存じております。この花燃ゆ関連に

おいて、ことし後半から来年にかけて、ゆかりの地を訪ねての交流人口、これが確実に増

加することが予測されているところでございます。 

 そのような方々の市としての受け入れ態勢の整備、または拡充を強く要望させていただ
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くところでございます。 

 ＮＨＫ大河ドラマにおきましては、今回の「花燃ゆ」をはじめとして、龍馬伝など、明

治維新前後の作品が多く見られるような気がしております。それはなぜか、日本の歴史を

ひもときますと、長く続いた江戸時代から明治にかわるまでの人の動き、環境が目まぐる

しく変化していたからではないでしょうか。そして、その時代に活躍された吉田松陰、坂

本龍馬、そして維新後に活躍された先人たちは、いかにして日本という国を諸外国と張り

合えるようにしていくか必死で考え、そして活動し、そして政治を行ったことは疑いよう

のない事実であり、また、人材育成におきましては、常に国際社会で活躍できる人材を育

成するように意識していたのではないでしょうか。 

 また、戦後の日本も同じであったでしょう。諸外国に追いつけ追い越せと、必死で頑張

ってくださった方々がいたおかげにより、日本は世界第２位の経済大国にまでなり、現代

に生きる我々は、その恩恵を享受できているところでございます。 

 しかし、最近どうも、現在我々が受けている恩恵は、先人の貯金をはるかに超えて浪費

となっているのではないか、そのように感じているところでございます。 

 国の借金は、昨年、１，０００兆円を超えました。地方の借金も加えると１，２００兆

円を超えてしまうところまできております。そのような状況下の中で、我々は、どれぐら

いの方がその危険性を認識できているのでしょうか。このまま国債を発行し続けていけば、

いずれ多くの国債を外国に握られ、軍事的な面だけではなく、経済的にも外国政府の顔色

をうかがいながら我々は生きていかなければならなくなるでしょう。 

 競争力の衰退も顕著にあらわれているところでございます。国全体のＧＤＰは、数年前

中国に抜かれ３位になりました。国民１人当たりのＧＤＰ、これを見ましても、日本は世

界第２４位、アジアの中でも、世界第８位のシンガポールに大きく水をあけられ、香港に

はもう少しで並ばれるところまできておるところでございます。 

 我々が生きているのは、そのような現状の日本であるということを、まずは大人がしっ

かり認識していかなければならないのではないでしょうか。その上で、この厳しい現状を、

現代の子どもたち、そして若い世代に教えていかなければならないのではないか、私はそ

のように考えております。 

 例えば年代別個人資産を見れば、国民総資産約１，５００兆円のうち、約８割を５０代

以上の世代が所有をしているということ、２５歳までの若者の約７％の方が失業している

という現状があるということ、そしてワーキングプア、そのように呼ばれております就労

現状があるということ、そして、今からの時代を考えますと、高齢者福祉や医療福祉の拡

充、これも大変重要ではありますけれども、もっと重要なのは、その年代の方々の担い手
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である若い世代が希望を持って働いていける制度づくりではないかということ、このよう

なことを危機感として教えていかなければならないのではないでしょうか。 

 豊かさしか知らない現在の若い世代は総じて政治に無関心であり、このような日本の現

状に正面から向き合っていないような気がしてなりません。そうこうしている間に、日本

企業の間では、権利ばかり主張して仕事をしない、外国語もろくに話せない日本の若者よ

りも、勤勉で数カ国の外国語を話せる外国の若者を採用したいという企業が増えていると、

先日のテレビでやっておったところでございます。 

 もはや、日本の学生が競わないといけないのは、同じ日本の学生ではなく、海外の学生

であるのではないか、私はそのように考えております。 

 こうしたことを考え、国家的な戦略を立てるのは国の仕事でございます。現在の安倍総

理大臣のもとで、さまざまな施策が投じられてきているところでございます。私は選挙中、

この閉塞感が漂うこの世の中において、日本がよくなるには、都市部よりはまずは地方が

元気になるのが早道ではないか、そのように訴えさせていただきました。 

 そして、地方分権を進める流れが強まる今日においては、私は、江戸時代のように、そ

れぞれの地域で生き残りをかけた戦略を考えていくしかない、そのように思っているとこ

ろでございます。 

 私は、地域に任された課題、これは大きく分けて２つあると考えているところでござい

ます。その１つ目は、国に頼らない自立した財政運営であります。そして、もう一つは人

材教育であります。 

 前者に対しましては、国の制度改革、これが必ず必要となってまいりますけれども、人

材教育に関しましては、現状でも、地方自治体レベルで多くの政策が実行できる、私はそ

のように考えているところでございます。平成２６年より策定されました、防府市教育基

本計画におきましては、教育のまち日本一を目指すとともに、主役となる市民一人ひとり

を育てる人づくりが重要、そのようにあります。大変すばらしいことである、私はそのよ

うに考えておりますけれども、私はこの中にもっと国際的意識、国際感覚をビジョンの中

に入れていくべきではないか、そのように考えているところでございます。 

 教育が盛んであります金沢市を調べてみますと、世界都市金沢を合言葉に、世界に通ず

る広い視野と豊かな国際感覚を持った子どもを育てようと、小・中一貫で英語教育に力を

入れられており、常に世界を意識した教育を進められているところでございます。 

 そうした世界を見る目は、私は、地方都市ほどシビアになるべきではないか、そのよう

に考えております。なぜなら、地方は現場の危機をしっかり感じており、将来地方が生き

残っていくには、限られた人口の中で優秀な人材をしっかり抱えておらなければならない、
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そのような危機感が高いからであります。その点、都市部におきましては、まだまだそう

した危機感が薄いため、豊かさにあぐらをかいているように思えて仕方ありません。 

 歴史を振り返りますと、幕末も、地方の人間のほうが危機感が高く、幕府に守られてい

る旗本よりも、地方の貧しい下級武士から、国の危機感を訴え政治を変えようとする人材

が出てまいりました。また、彼らは、同時多発的に偶然そう思ったのではなく、明確なビ

ジョンを持った教育によって世界を知り、行動理念を形成したのではないかと考えており

ます。 

 例を挙げますと、吉田松陰、勝海舟、坂本龍馬、橋本左内といえば、誰もが知る維新の

立役者であることは間違いないでしょう。そして、彼らには共通の先生がおられました。

その先生とは佐久間象山でございます。彼は、西洋の事情を研究していて、現状のままで

は日本が危ないということを弟子たちに教えておられました。また、佐久間象山の教育思

想においては、東洋道徳、西洋芸術というものがございます。 

 これは、東洋の精神文化と西洋の物質文明や科学、この両方を兼ね備えて、初めて、国

力や国民生活を潤すことができるといった意味の言葉でございます。彼の教育を受けた人

材が諸外国とむやみに戦うのではなく、相手をよく知り、いいところを学んで国づくりを

しようと奔走したわけでございます。つまり、明治維新の根底には、しっかりとした戦略

と教育があったわけでございます。 

 そうしたことを受け、現在に至るまで、日本人は国の自立を守り、他国と対等に渡り合

うために必死で働いてきたのではないでしょうか。 

 そうした中で、どこかで日本人の精神、つまり仏教や神道、そして儒教を基盤とした純

粋な武士道、この武士道が薄れてきたのではないでしょうか。 

 自分は、現在の日本の置かれている国際状況を、２６０年の太平が終わろうとしている

幕末に似ているような気がしてなりません。歴史から学ぶことがあるとするならば、幕末

に活躍した志士たちが学んだような内容を、今の若者に伝えておくべきではないでしょう

か。 

 つまり、私が考えます教育ビジョンとは、国の危機的現状、国際感覚、日本人としての

行動規範、道徳、そして世界に通用する技術や語学を子どもたちに身につけさせておくこ

とが、子どもたちの現在を守ることにつながり、ひいては防府市の未来と我々の老後を支

えてもらうことにつながるのではないでしょうか。そのように、私は考えております。 

 さて、ここで市長さんにお尋ねいたします。教育のまち日本一を掲げる本市におきまし

て、防府市のリーダーとしてどのような人材を育成し、どのようなまちをつくり上げてい

くか、そして、これからの防府っ子にどのような力が求められていくのか、お答えくださ
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い。 

 ２番目に、語学教育についてでございます。 

 今後の地域の発展のためには、国際的な視野を持ち、国際社会で活躍できる人材を育て

ることが必要であり、そのためには、語学の習得が必須条件になると考えております。語

学の習得と申しますと、すぐ英語教育となりそうでございますけれども、英語教育を始め

る前に、まずは国語教育、これの充実が必要となってくると考えております。 

 なぜなら、幾ら外国語がしゃべられても、話す内容が貧弱であっては意味がないからで

ございます。どう話すかよりも、何を話すか、これを重視すれば、まず正しい日本語と国

語教育の充実が先決であると考えております。 

 日本人は、日本語を話すから日本人としての感性が育つ、私はそのように考えておりま

す。そして、国語力の育成においては読書は欠かせないものである、そのように考えてお

ります。聞くところによりますと、子どもの読書量、これは増えていると聞いております。

そうした実態の把握はされていますでしょうか。 

 もし増えているのであれば、学校図書の充実、これを図るべきではないでしょうか、お

尋ねいたします。そして、このような国語力の充実の上に英語教育が行われるべきである

と、私は考えております。 

 ここで、英語教育について御提案がございます。語学は、あくまでもコミュニケーショ

ンツールであり、使えて何ぼの代物でございます。試験のための語学では意味がないわけ

で、実際に使える場を与えてあげることが必要ではないでしょうか。例えば、毎年、各中

学校で英語による弁論大会を開催することは可能であるでしょうか。その中で、成績優秀

者には、夏休みを利用して短期留学をさせてはどうかと考えております。 

 若く柔軟なうちに、海外で生活をすれば、自分の世界が広がり、国内でだけ通用する理

屈の多くは絶対の真理ではないということがわかるはずでございます。そうして学んでき

た学生たちに、留学後、報告会をしてもらうことで、外国で感じたこと、世界から見た日

本をどのように感じたかを周りの学生にも理解させることができるのではないか、そのよ

うに考えているところでございます。 

 また、海外派遣の予算は厳しいというのであれば、市長が所属されておりますライオン

ズクラブ、また商工会議所、青年会議所等とも連携して行えないでしょうか。市民と協働

のまちづくり、そのように言うのであれば、私は、市長のほうから投げかけてみることも

できるのではないか、そのように考えております。 

 この提案が実現できないものか、市長の御見解をよろしくお願いいたします。 

 ３番目に、道徳教育についてでございます。 
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 道徳教育をするに当たって、私は歴史から学ぶことも多いと考えております。偉人教育

も、その一つであると考えております。聞くところによりますと、県内では、萩市が吉田

松陰先生のことを学びの中に入れているとお聞きしております。防府市といたしましては、

どのような取り組みをしているのでしょうか。 

 歴史を学ぶということは、過去に生きた先人の生きざまを学ぶことであり、その生きざ

まの中から人として生きることはどういうことか、リーダーとは何をすべきかということ

を知ることであると私は考えております。 

 できるだけ立派な先人の生きざまを頭に入れ、その行動を誇りに感じ、そして手本とす

れば、人として道を外すことはないのではないでしょうか、これこそが道徳学習ではない

でしょうか。 

 いじめはいけません。また、人権を大切にしましょう。このような抽象的なお題目だけ

では、子どもたちには理解できないのではないでしょうか。もっとしっかりとした具体的

なお手本が必要なのではないでしょうか。 

 歴史の中に、子どもたちが自分の先生を見つけられなければ、子どもたちは、今を生き

る大人の背中を見て育つことになります。親や学校の先生がずば抜けて立派な人であれば、

子どもたちは幸運であるでしょう。ですが、今を生きる我々は、胸を張って子どもの手本

となれると言えるのでしょうか。少なくとも私には言えません。お手本となるべく大人に

恵まれない子どもはどうなるでしょうか。親のレベルまでしか成長できないということに

なります。それでは、強者の子どもは強者となり、弱者の子どもは弱者になるしかありま

せん。そうした負の連鎖を断ち切るために偉人教育が必要なのではないでしょうか。 

 子どもたちに、山口県に誇りを持ってもらうために、山口県ゆかりの方をモデルにした

教育はできないでしょうか、お尋ねいたします。 

 ４番目に、集団宿泊学習についてでございます。 

 学生の一番の楽しみといったら、やはり修学旅行が上げられると思います。自分は、小

学生のときは別府、中学生のときは長崎、高校生のときは沖縄に訪れ、普段になく開放的

になり、修学旅行を通じて多くの友達と仲よくなれた気がしているところでございます。

また、戦争についても、このとき多く学んだ気がしているところでございます。全国的に

見ても、広島、沖縄などは、平和学習を目的として多くの学生が訪れております。 

 私は、平和学習について、これは確かに大切であり、必要であると考えております。で

すが、ただ戦争は悲惨だということを学ぶだけでは十分な平和学習だとは言えないのでは

ないかと考えております。 

 戦争はなぜ起こるのか、戦争の背景には人類が資源や食料を奪い合う、そのような事実
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があるということをしっかり教え、その上で悲惨な戦争を未来永劫起こさないために、現

在に生きる我々がすべきことを考える、これが平和学習だと私は考えております。 

 こうした考えに立ち、自然活動を通し、環境資源問題や食料問題を考えつつ、平和を維

持することの大変さを学ぶ、そこまで踏み込んだ修学旅行ができないでしょうか。特に修

学旅行に限るわけではございませんけれども、集団宿泊学習の中に体験学習を組み込むこ

とができますでしょうか。 

 近い将来、我が国でも食料難が予測されているところでございます。今すぐにでも、農

業や水産業を担う優秀な人材の育成に取り組まなければいけないと考えております。教育

委員会としての御見解をよろしくお願いいたします。 

 続きまして、歴史教育についてでございます。 

 昨年、自由民主党の防府支部総会に明治天皇のやしゃごに当たります竹田恒泰先生を講

師としてお迎えいたしました。最近は、ワイドショーをにぎやかせておりますけれども、

多くの観衆を引きつけ、日本の国の成り立ちを詳しく、そしておもしろくお話をされてお

りました。 

 そのお話の中で「建国の歴史を教えないのは世界中で日本だけではないだろうか」とい

う言葉が特に印象に残りました。確かに中学校の教科書には、縄文、弥生時代ぐらいから

学び始めるのではないでしょうか。日本の初代天皇を神武天皇ではなく、推古天皇または

卑弥呼と答える学生が多いと、そのようにお聞きしました。 

 私もそうであったように、日本が世界最古の国家であることを知り、そして、縦糸の重

要さを知ったその上で、民族の歴史と伝統を学ぶ、ここで初めて日本という国を誇れる子

どもが生まれるのではないでしょうか。 

 自分の国の歴史を知らない、そして、自分の国の歴史に誇りを持てない、このようであ

れば、国際社会で認められ、そして対等に議論することができないのではないでしょうか、

教育委員会の御見解をお願いいたします。 

 続きまして、若者の政治参加についてでございます。 

 先般、防府市長選挙が５月２５日に施行されました。今回の選挙には３候補が立候補し

たにもかかわらず、投票率は、前回の約５９％から約４６％にまで落ち込みました。約半

数以上の方が選挙に行かなかった結果でございます。この投票率の低下は、民主主義を掲

げる我が国にとって大きな危機ではないか、私はそのように考えているところでございま

す。 

 先日のテレビでも、若者の政治離れが深刻で、２０代では３人に１人ぐらいしか投票に

行かないということを言っておりました。 
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 政治に無関心な若者がそのまま大人になりますと、家庭で政治の話をしなくなり、子ど

もも政治に無関心になってしまう、そのような負の連鎖が続いてしまうのではないでしょ

うか。 

 先日、山口大学の学生に、なぜ若者が選挙に行かないか、それを聞いてみますと、学校

で習わないから政治家が何をしているかわからない、また、テレビを見ていると、政治家

は悪いことばかりしているように思えて、政治に期待が持てないといった意見が返ってま

いりました。中には、友達の間で政治の話をすると変わったやつだと言われる、という意

見もございました。 

 ですが、そういう若者でも、総じて、自分の将来、これに関しては不安を感じている方

がほとんどでございました。その不安を取り除き、そして未来に夢を与えるのが政治の役

割であるということを知ってもらうことから、我々は始めるべきではないでしょうか。 

 若者に、政治を自分の問題として捉えるきっかけを与えられれば、若者が政治に参加し

ていただけるのではないかと、私は考えております。 

 そのようなきっかけづくりとして、市長または我々議員が学校に出張し、政治の話につ

いて出前講座をしてはどうかと考えております。やはり政治に一番重要なのは距離感でご

ざいます。 

 また、講義をすると言いましても、大変そうではございますけれども、その反面では、

教育現場の現状や問題がわかり、より的を射た教育施策を考えることができるのではない

でしょうか、市長さんの御見解をお願いいたします。あと教育現場として、受け入れるこ

とが可能であるか、御見解をお願いいたします。 

 ７番目の家庭の日についてでございますが、第３日曜日は家庭の日として現在定められ

ております。このことを教育委員会としてはどのように考えておりますでしょうか。私は、

共働きの多い中、家庭で教育できる貴重な時間であると考えております。学校行事やス

ポーツ少年団をはじめとする、児童が参加する行事が家庭の日に行われていないか、教育

現場の実態をお伺いいたします。 

 以上、御答弁よろしくお願いいたします。 

○議長（行重 延昭君）  ２番、橋本議員の質問に対する答弁を求めます。市長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君）  持ち時間をいっぱい使われての聞き応えのある御質問に、まず

敬意を表します。早速、私から、私への質問についてお答えをさせていただきます。 

 私は、１６年前市長に就任して以来、市民の皆様の御理解と職員の熱意によりまして、

行財政改革を進めてまいりました。この間、県央合併の破綻による危機を脱しまして、現
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在、単独市政の歩みを続けているところでございます。さらに、近年、都市間競争が激し

くなる中で、地方として生き残りをかけ、一層強い防府になるための重大な局面と捉えて

おりまして、市民の皆様に、「学ぶなら防府、働くなら防府、住むなら防府」と真に思っ

ていただけるようなまちづくりに取り組んでいるところであります。 

 特に教育につきましては、これまで国や県が定めた教育目標を踏まえ、第四次防府市総

合計画に定められた、「豊かな心の育みと文化の薫りにあふれるまちづくりの実現」のた

め、杉山教育長が高らかに宣言された「教育のまち日本一」の思いに大いに賛同し、「生

きる力」を育む教育行政を、本市教育委員会とともに推進しているところでございます。 

 そうした中、防府っ子に求められる力といたしまして、ことし４月に、防府市教育委員

会が策定された、「防府市教育振興基本計画」の基本目標に、「主体的にたくましく生き

抜く力」と「豊かな人間性」を備えた人材の育成が掲げられており、その達成に向け支援

しているところでございます。 

 私個人といたしましては、夢や志を持って、心身の鍛錬を怠らず、正義感あふれる、

「正しきは成る」の信念のもと、自分で自分を発奮させて、信ずる道を決して屈すること

なく突き進んでいく力、あるいは親孝行、そしてまた報恩の心、障害を持つ方々や御高齢

の方々に、あるいは年下の人たちをいたわる強く優しい心を持った子どもたちが育ってほ

しいと常々考えております。 

 以上、お示しいたしましたような力を身につけてもらえるよう、今後も、教育委員会と

ともに、学校、家庭、地域が一体となって進める、教育のまちづくりを進めてまいりたい

と思います。 

 次に、２番目の語学教育につきましての御質問に、私の考えを述べさせていただきます。 

 子どもの読書量の実態についてでございますが、教育委員会からは、毎年実施している

読書活動に係る調査及び全国学力・学習状況調査などにより把握しておられると聞いてお

ります。 

 まず、読書活動に係る調査によりますと、現在、市内全ての小・中学校の全学年におい

て、授業が始まる前の時間を利用した全校一斉の読書活動に取り組んでおります。また、

全国学力・学習状況調査では、平日１日当たりの家や図書館での読書時間が調査されてい

るとのことでございます。平成２３年度調査と２５年度調査の結果を比較しますと、平日

に家や図書館で読書をしている小学生は７３％から８１％に、中学生は５９％から６５％

に、それぞれ増加しているとのことでございまして、大変喜ばしいことだと感じておりま

す。 

 なお、学校での一斉読書の時間だけではなく、家庭や図書館で読書をする児童・生徒の
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割合も増えておりますが、中には、読書時間が十分とは言えない児童・生徒もいると聞い

ております。 

 読書習慣の定着と充実のために一層の取り組みが必要であると考えておりますので、今

年度、読書活動の拠点となる学校図書館の充実を図るため、学校図書館司書を６人に増員

し、市内各小・中学校で、選書や配架の工夫等の学校図書館の整備補助、読み聞かせ等の

活動を支援しているところでございます。 

 私も、常々、読書は大変大切であると各方面に訴えているところでございまして、今後

とも、充実を図ってまいりたいと考えております。 

 次に、各中学校で、英語での弁論大会を開催することは可能かとのお尋ねでございまし

たが、これも、教育委員会からお聞きしたことでございますが、現行の学習指導要領では、

中学校の外国語癩癩英語でございますが癩癩におきまして、積極的にコミュニケーション

を図ろうとする態度の養成とコミュニケーション能力の基礎を養うことを目標としており、

市内各中学校でも、授業の中でショートスピーチが行われるなど、英語のコミュニケーシ

ョン能力を伸長する工夫がなされております。 

 現在、中学生対象の英語の弁論大会といたしましては、山口県中学校英語教育研究会主

催の山口県中学校英語暗唱・弁論大会が毎年開催されております。この弁論大会は、全国

大会であります、高円宮杯弁論大会の予選大会も兼ねているとのことで、県内８ブロック

での支部予選を経た後に県大会が開催されるなど、中学生の英語弁論大会として定着して

おり、市内の生徒も、毎年積極的に弁論の部に参加し、コミュニケーションツールとして

英語を使う機会を得ているとのことでございます。 

 なお、本大会の成績優秀者への短期留学体験につきましては、防府市・モンロー市高校

生交流事業実行委員会が実施しております、高校生対象のモンロー市との交換留学生制度

等を参考にしながら、今後研究してまいりたいと存じます。 

 次に、６番目の若者の政治参加についてのお尋ねでございましたが、私も、議員と同じ

く、次代を担う若者が夢と志を抱くことができる社会の実現は、政治の大きな役割である

と考えております。 

 しかしながら、学校教育には政治的中立が保障されなくてはなりません。したがいまし

て、学習指導要領に基づいた、政治に感心を持つ教育が重要でありまして、この点につき

ましては、後ほど、道徳教育も含め教育長先生の方からお答えをいただこうと、かように

考えているところでございます。 

 以上、私から答弁申し上げました。 

○議長（行重 延昭君）  続いて答弁ありますか。教育長。 
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        〔教育長 杉山 一茂君 登壇〕 

○教育長（杉山 一茂君）  それでは、私のほうから、残りの質問にお答えいたします。 

 まず、道徳教育についての御質問ですが、議員御指摘のとおり、先人の生き方に学ぶと

いうことは、未来を開く子どもたちにとっても、大変意義のある教育であると捉えており

ます。平成２０年に改訂されました学習指導要領では、充実すべき重要事項の一つとして

道徳教育が位置づけられ、指導に当たっての配慮事項として、「先人の伝記、自然、伝統

と文化、スポーツなどを題材とし、児童・生徒が感動を覚えるような魅力的な教材の開発

や活用等を通して、児童・生徒の発達段階や特性等を考慮した、創意工夫ある指導を行う

こと」と明記されております。 

 これを受けまして、防府市教育委員会では、平成２１年度に、小・中学校の道徳研修部

の先生方のお力をお借りして、地域素材を生かした道徳教育の資料集を作成いたしました。

各学校や地域にゆかりのある人物や、自然・文化等を児童・生徒が興味を持って学ぶこと

のできる読み物資料として教材化しています。 

 この中には、一例を挙げますと、華浦小学校の前身である越氏塾を開いた河野養哲先生

や防府市の発明王と評される柏木幸助先生、右田出身のマラソンランナー貞永信義さんら

にまつわる話が、それぞれの学校の教員の執筆によりおさめられています。 

 これらの資料は、各学校の児童・生徒の実態に応じて、教育課程に位置づけられ、児

童・生徒が先人の生き方に学ぶとともに、偉人を輩出した防府の地に誇りと愛着を持つ一

助ともなっております。 

 また、山口県でも、山口県教育委員会が、「山口県伝統・地域教材集～これが私の故里

だ～」を作成し、金子みすゞや中原中也について取り上げています。さらに、山口県ひと

づくり財団では、山口県ゆかりの偉人伝集「夢チャレンジ きらり 山口人物伝」を作成

されておりますが、この中には、これまで４２名の山口県ゆかりの偉人が取り上げられて

います。 

 防府市教育委員会として、これらの資料を子どもの発達段階に応じて有効活用を図りな

がら、道徳教育の充実に努めてまいります。 

 次に、４番目の集団宿泊活動についての御質問ですが、修学旅行や集団宿泊活動の狙い

は、「豊かな自然や文化に触れる体験を通して、学校における学習活動を充実発展させ

る」というものでございます。 

 議員がお示しのとおり、体験活動を通して、実際に現地に出向いて話を聞いたり、問題

を肌で感じ取ったりすることで、教室の学びだけでは得られない生きた学びへとつなげる

ことができると考えており、市内の小・中学校では、修学旅行や集団宿泊活動に、漁業・
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農業体験学習を実施している学校もございます。小学校の修学旅行では地引き網体験を行

ったり、中学校の集団宿泊活動では牧場見学でバターづくり体験を行ったりしている学校

もございます。 

 しかしながら、こういった漁業や農業など、第１次産業に特化した体験活動を行ってい

る学校は少ないのが現状です。その理由の一つに日程上の問題が挙げられます。１泊２日

もしくは２泊３日で実施することを考慮しますと、充実した学びのある体験活動を行うに

は時間的な制約を生じてしまいます。 

 そこで、防府市内の各小・中学校では、学校行事の時間のみではなく、生活科や社会科

をはじめとした、各教科や総合的な学習の時間との関連、統合を図りながら、豊かな体験

活動を展開しているところでございます。 

 地域の御協力をいただいて、田を借りて行う田植えや稲刈りなどの農業体験活動は多く

の小学校で実施されておりますし、ヒラメやカサゴの稚魚の放流や伝馬船こぎなどの海の

体験活動を行っている学校もございます。 

 また、市内の全中学校と一部の小学校におきましては、勤労のとうとさや意義を理解す

ることを狙いとする職場体験も行っております。 

 今後も、修学旅行や集団宿泊活動をはじめとして、自然との触れ合いや勤労奉仕にかか

わる体験活動、本物の文化や芸術に触れたり、鑑賞したりする活動が、より一層充実され

るよう、各学校へ働きかけてまいりたいと思っております。 

 次に、歴史教育についての御質問にお答えいたします。 

 議員のお考えと同じく、防府市教育委員会は、自国の歴史や文化に誇りを持つとともに

他国の歴史や文化を尊重し、国際社会で活躍できる人材を育成することは、学校教育の大

きな使命と考えております。 

 現在、小・中学校の教育は、平成２０年３月に告示されました学習指導要領に基づいて

行われておりまして、この学習指導要領では、小学校６学年の社会科の目標の１つ目に、

「国家・社会の発展に大きな働きをした先人の業績や優れた文化遺産について興味・関心

と理解を深めるようにするとともに、我が国の歴史や伝統を大切にし、国を愛する心情を

育てるようにする」と記されています。 

 中学校におきましては、歴史的分野の目標に、「歴史的事象に対する関心を高め、我が

国の歴史の大きな流れを、世界の歴史を背景に、各時代の特色を踏まえて理解させ、それ

を通して我が国の伝統と文化の特色を広い視野に立って考えるとともに、我が国の歴史に

対する愛情を深め、国民としての自覚を育てる」と記されています。 

 したがいまして、防府市の小・中学校におきましても、これら学習指導要領に示された
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目標や内容に準じて、他の学習とのバランスを考えた適切な時間配分により、国家の形成

についての学習が計画的に展開されているところでございます。 

 防府市教育委員会としましては、今後も引き続き、各小・中学校において、国や人を愛

する心情の育成につながる適切な歴史教育が行われるよう指導してまいります。 

 次に、若者の政治参加について、学習指導要領との関連で御説明させていただきます。 

 小学校６学年の内容に、「国民生活には地方公共団体や国の政治の働きが反映されてい

ること」、中学校の公民分野に民主政治と政治参加の内容として、「地方自治の基本的な

考え方について理解させる。その際、地方公共団体の政治の仕組みについて理解させると

ともに、住民の権利や義務に関連させて、地方自治の発展に寄与しようとする住民として

の自治意識を育てる」とあります。 

 したがいまして、各小・中学校では、これらの指導内容について、問題解決的な学習を

展開し、調査や見学を通して具体的に理解させることとなっております。 

 次に、家庭の日についてお答えします。 

 家庭の日は、昭和４１年に青少年育成国民会議の発足と同時に、国民運動として始まり、

昭和４３年に山口県で、平成２年には防府市青少年育成市民会議の発足と同時に、同市民

会議の重点目標として取り組まれております。 

 その後、運動の形骸化が指摘されましたが、平成１９年に「山口県子育て文化創造条

例」が制定され、家族が果たす役割の重要性を認識し、家族と触れ合い、家族のきずなを

深めるための取り組みとして、毎月第３日曜日を標準の日として定められ、今に至ってお

ります。 

 私も、現在の家庭の状況を鑑みたとき、家庭の日の趣旨に賛同する者であり、本市にお

きましても、毎月第３日曜日を家庭の日として、市が主催いたします行事の開催への配慮

や、市内の各事業所に取り組みの御協力をお願いしているところでございます。 

 取り組みや啓発につきましては、大平山山頂公園で、山口短期大学の学生プロジェクト

チーム「ちゃすむんき」の皆さんと市の協働の取り組みとして、「家庭の日 親子ふれあ

い観光イベント」を開催し、平成２５年度は８回、延べ約１，０００人のお子さんの参加

をいただいております。 

 また、防府市青少年育成市民会議では、重点目標の一つとして、「愛情と信頼に結ばれ

た健全な家庭づくり運動の推進」のため、チラシやポスター、のぼり旗を製作し、各小・

中、高等学校や公民館等へ配布し、啓発活動に努められております。 

 平成２５年度に、同市民会議が、市民約３，０００人を対象とされましたアンケート調

査の結果によりますと、「家庭の日を知っていますか」との問いに、「知っている」と答
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えた子どもは全体の４４．１％、大人は８５％となっており、いずれの数値も、５年前の

平成２０年度調査と比べますと、子どもで３ポイント、大人で４．４ポイント増加してお

ります。 

 また、子どもに対して、「家庭の日に何をして過ごしていますか」という問いをしまし

たところ、「家族で過ごす」が全体の４分の１、２３．９％となっておりますが、部活動

やスポーツ少年団の活動が１０．５％、テレビを見るが１７．４％、ゲームをするが１６．

５％となっており、子どもたちの過ごし方について残念な結果も出ており、家庭の日は、

家族が一緒に過ごす時間を増やし、家族のきずなを深め、子どもたちの健全育成につなげ

ていくことが重要であると、改めて認識した次第でございます。 

 教育委員会といたしましても、家庭の日の意義について、さらに周知を図り、小・中学

校や小・中学校体育連盟及びスポーツ少年団が主催されます行事が、家庭の日にそぐわな

いものである場合は、重なることのないように、日時の変更などをお願いしてまいりたい

と考えております。 

 また、市内各事業所や防府市青少年育成市民会議などの各団体と連携いたしまして、家

庭の日の啓発活動や環境づくりに努めてまいりたいと存じます。 

 以上、御答弁申し上げました。 

○議長（行重 延昭君）  ２番、橋本議員。 

○２番（橋本龍太郎君）  真摯なる御答弁、ありがとうございました。 

 一つだけ、再質問させていただきます。 

 前段で、金沢市の小・中一貫校の例を上げさせていただきました。防府市におきまして

も、富海地区において、小・中一貫校のモデル校になるべく取り組みをされているところ

だと存じております。 

 先日、議会報告会に富海地区にお邪魔いたしましたら、ことしの新入生は１名であった

とお聞きし、私は大丈夫かなと思っているのでございますけれども、現在の取り組み状況

と今後の計画についてお答えください。 

 また、小・中一貫校のメリットとデメリット、そして富海地区の後、その他の地区の学

校に広げていくことも視野に入れているのか、これもあわせてお答えください。よろしく

お願いいたします。 

○議長（行重 延昭君）  教育長。 

○教育長（杉山 一茂君）  富海小・中学校の小・中一貫校教育の現状と今後についての

御質問、さらには、メリット、デメリット、また、今後市内にということだったかと思い

ます。 
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 現在、富海小・中学校では、子どもの９年間の成長を見通すとともに、富海地区の特色

を生かした教育課程を編成し、今求められている学力の向上、さらには保護者や地域住民

に信頼される学校づくりを目指して、この小・中一環教育の研究に入っているところでご

ざいます。 

 具体的には、大きく３つやっているかと思います。１つは、外国語、英語教育の充実で

ございます。異文化を受け入れ、聞く、話すなどの英語での実践的なコミュニケーション

能力を、子ども一人ひとりに身につけさせることを狙いといたしまして、小学校１年から

英語教育を導入いたしまして、中学校３年まで９年間、一貫した系統性のある指導を行っ

ております。そのため、中学校在席の英語科の教員が小学校で指導したり、ＡＬＴ、いわ

ゆるアシスタントのネイティブのスピーカー、ＡＬＴの配置を充実させたりしています。 

 ２つ目は、小学校の一部教科担任制の導入とＩＣＴ機器の積極的な活用です。これは、

英語科のみならず体育や図工、音楽、そうした技能教科、あるいは理科、算数、数学など、

それぞれの教科の教員が、専門性を生かした小・中乗り入れての授業を行い、さらには、

タブレット端末や電子黒板、そうした機器を活用しての授業づくりも研究しております。 

 ３つ目は、地域人材や自然環境、社会的な事象を最大限に生かした合科的、総合的な学

習の充実です。現在、防府市の全小・中学校で行っている土曜授業を、富海小・中学校で

は学期１回ではなくて、月１回程度に拡充することで、十分な時間を確保いたしまして、

子どもたちの郷土愛を育んでいくとともに、学校が地域の活性化に向けた中心的な役割を

担うような取り組みを進めております。 

 この富海小・中の一貫構想と申しましょうか、これを実現し、未来を開くたくましい子

どもを育む教育を実践していくことは、本市の「教育のまち日本一」を目指す防府市の重

要施策の一つであり、また、この成功は、他の地域の学校にも、ただ小学校１校、中学校

１校というところばかりではございません、しかしながら、小・中一貫という取り組みを、

それぞれの、防府市の小学校、中心部は特に１つの小学校から２つの中学校、あるいは

１つの中学校へ３校、４校の小学校からという、そうした入り乱れている校区もあります

が、そうした小・中の連携した教育に必ずや生かせるものと思っております。 

 今一応、メリットだけになりましたが、デメリットというのはあえて考えておりません。

ただ、ことし、先ほど議員が申されました、中学校への入学が１人であったということに

対しては、私ども、今までもＰＲをしてきたつもりなんですが、ちょっと遅かったという

こともあり、今後は、こうした取り組みをしっかりＰＲしながら市内にもＰＲして、富海

の地域的な課題である少子化とか、こうしたことにも、解消に向けて小・中一貫校を活用

してまいりたいと考えております。 
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 以上でございます。 

○議長（行重 延昭君）  ２番、橋本議員。 

○２番（橋本龍太郎君）  真摯な御答弁、ありがとうございました。 

 今回の質問は、教育に特化した質問をつくらせていただきました。なぜ教育なのか、教

育は国家百年の計と言われております。防府市の子どもたちが、どのような方向に向かう

べきか、国内、そして国際情勢をしっかりと把握し、今後どうなるかという予見をもとに

ビジョンを立て、戦略的に行わなければならないと私は考えております。 

 決して、一朝一夕でできるものではありません。防府市の子どもたちのために、今後も

一層真剣なお取り組みをしていただくことを強く要望いたしまして、私の一般質問を終わ

ります。ありがとうございました。 

○議長（行重 延昭君）  以上で、２番、橋本議員の質問を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（行重 延昭君）  午前中、時間がありますので、次の質問に入ります。次は、

１８番、松村議員。 

 質問者の途中で休憩をとる可能性も出てまいりますので、あらかじめ申し上げておきま

す。 

        〔１８番 松村  学君 登壇〕 

○１８番（松村  学君）  こんにちは。「自由民主党一心会」の松村でございます。そ

れでは、早速ですが、質問に入らせていただきたいと思います。答弁よろしくお願いいた

します。 

 ５月２５日投開票の防府市長選は、１６年ぶりに候補者３人の激戦でしたが、松浦市長

が１万９，２５９票を獲得し、５期目当選の栄に浴されました。まず、議会に在籍する一

人として、おめでとうございますと祝辞を述べさせていただきます。おめでとうございま

す。 

 しかし、当選と同時に市政の課題はさらに山積し、その課題を解決することは困難をき

わめております。また、このたびの選挙結果を受けて、平成２０年の市議選の投票率５８．

６２％から、平成２４年では５２．８２％と、５．８％と、平成２４年、大きく下げまし

たけども、市長も答弁の中で、そのことで議会を批評されたこともありましたが、このた

びの防府市長選挙の投票率は４６．５８％と、前回平成２２年の５９．８１％から１３．

２３％と急激に下がりました。 

 やはり、市議選改選後の初めての一般質問で、私が第一に主張したよう、市長給与半減、

退職金返上、市議定数半減と、市長がお訴えをされてから、防府市政が混乱し、市民の声
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がなかなか届かず、市政が停滞しているためと、改めて強く主張させていただきます。 

 私としては、このような議論はもうやめていただいて、この選挙で新たに公約されたこ

とをしっかり実行されていただいたら、松浦市長の支持は必ず高まるということを強く御

提案させていただきたいと思います。 

 ですから、市長も、この４年間は、市民の生命と財産を第一に守り、市民の暮らしをと

ことん向上させ、１２万市民が夢と希望に満たされるよう、市民主役の市政を実現し、

５期目の松浦市政は特にすばらしかったと市民から賞賛されるよう頑張っていただきたい

と思います。 

 そのように、市長が真摯に市政発展のために邁進されるなら、私も微力ではございます

が、最大限の協力をさせていただきたいとお誓い申し上げるところでございます。と、そ

う思えるのも、先ほど申し上げたように、このたびの市長のローカル・マニフェストは、

定数問題や「山頭火ふるさと館」建設以外の新たな公約について、総じて、私もほぼ協調

できる内容であり、市民の皆様からもたくさんの声を寄せられている内容だからでありま

す。ですから、これらの公約については、ぜひ実現させていただきたいと考えています。 

 そこで、それぞれの公約の詳細についてお聞きし、建設的な議論ができるよう、市長も

御答弁をよろしくお願いいたします。 

 このたびの市長のローカル・マニフェストは、６Ｋと題して、環境、子育て支援、教育、

高齢者・障害者福祉、観光、活性化対策について、二、三項目、具体的にその施策を提示

されていますが、各事業実施に当たって、時期やタイムスケジュール、事業内容、財源に

ついてどう考えているのか、御所見をお伺いいたします。 

 また、現在も、事業実施するために継続中の事業もこの中に入っていますが、このたび

の選挙を受けて、変更、改善するものがあるなら、その辺の御説明をよろしくお願いいた

します。 

 特に、「山頭火ふるさと館」建設については、相手候補からも建設白紙撤回というビラ

も出され、市民の多くが、建設について全く知らされていないとか、４億円もかけて観光

振興にどう効果があるのか、山頭火だけでは一過性に終わる、その他の偉人も顕彰できる

部屋も併設し多機能にすべきではないかと、市民からも意見や声がたくさん、反響もあり

ました。 

 市長自身も、選挙中にこのような声を聞かれたと思いますが、今後、これらの市民の声

を事業に反映していくお気持ちがあるのか、御所見をお尋ねいたします。 

 以上で、今の質問の御回答をよろしくお願いいたします。 

○議長（行重 延昭君）  １８番、松村議員の質問に対する答弁を求めます。市長。 
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        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君）  御質問にお答えいたします。 

 私は、このたびの選挙におきまして、「安全で美しいふるさとをめざして」という目標

を掲げまして、これまでの重点施策であります環境、教育、観光に加えまして、子育て支

援、高齢者・障害者福祉、活性化対策の充実も図るとともに、今後、揺るぎない防府市制

を築くためには、聖域なき行財政改革をさらに推し進める必要があることを市民の皆様に

お訴えをし、５期目の負託を頂戴したところでございます。 

 御質問のローカル・マニフェストの各事業実施に当たっての時期や事業内容についてで

ございますが、これらの公約の中には、議員も申されましたように、現在行っている施策

を継続させていくものもございますが、新たに目標を定め実施していくことが必要な施策

を中心に、順を追って御説明いたします。 

 まず、災害時おける安全な避難場所としての公民館の整備についてでございますが、向

島公民館につきましては、今年度から敷地の造成工事に着手いたし、平成２７年度完成を

目指しておりまして、小野公民館につきましても、平成２９年度の完成に向けて、建設候

補地など、絞り込んで、引き続き地元の皆様と協議を進めてまいりたいと存じます。 

 また、土曜授業につきましては、教育委員会において、昨年度から、県内初の取り組み

として、市内全小・中学校で、学期に１回実施されているところでございますが、今年度

は、さらに、国の研究指定を受けて、小・中４校で、月１回程度の土曜授業に取り組まれ

るとの報告も受けております。今後も、月１回程度の土曜授業実施の順次拡大に向けて、

教育委員会と一層協議を深めてまいりたいと存じます。 

 次に、活性化の一環でございますが、「花燃ゆ」ＰＲにつきましては、早速、「大河ド

ラマ誘客おもてなし事業」の補正予算を、本議会に上程したところでございます。大河ド

ラマ館の設置をはじめとする、観光客の受け入れ態勢を整備していくこととしております

が、大河ドラマのブームを一過性のものとしないためにも、平成３０年の明治維新

１５０年も視野に入れ、防府市ならではのおもてなしができる態勢の整備に努めてまいり

ます。 

 また、ロープウェイ及び大平山山頂公園につきましては、老朽化した施設の更新に向け

て、今年度から大平山ロープウェイ整備構想や山頂公園の改修計画の策定に着手し、ロー

プウェイの存続、山頂公園の充実を一体的に取り組んでまいります。 

 次に、医療費無料化の小学校６年生までの対象拡大につきましては、昨日も御公表申し

上げておりますが、平成２７年度からの実施、もちろん制限なしのものでございますが、

所得制限等をつけずに、これを実施していくべく、準備に入っているところであります。
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また、夜間小児救急医療体制の確立につきましては、関係機関との調整を進めてまいりま

す。 

 次に、バス・タクシー助成につきましては、今年度から実施します高齢者外出支援助成

事業の実績を検証しながら、平成２７年度以降における助成対象者の基準について検討に

入りたいと存じます。 

 施設介護につきましては、今年度、特別養護老人ホームの増床を予定いたしており、ま

た、在宅介護につきましては、本年６月、県内初の複合型サービス事業所が本市に開設さ

れたところでございます。今年度、介護ニーズを想定して、第７次となる防府市高齢者保

健福祉計画を策定することとしておりまして、平成２７年度以降は、この計画に基づき、

施設や在宅で、御高齢の方々が安心して暮らせるよう、介護サービスの充実等に努めてま

いります。 

 次に、大型企業誘致の実現についてでございますが、現在、市内最大規模の民間所有地

でありますＪＴ防府工場跡地への企業誘致につきまして、鋭意注力しているところでござ

います。また、企業誘致をさらに推し進めるため、用地取得奨励金を増額する、防府市工

場等設置奨励条例の一部改正を、本議会で議決をいただいたところでもございます。 

 景気に明るい兆しが出始めた今の状況を生かしつつ、また、商工会議所など、経済諸団

体のお力などもお借りしながら企業誘致を推進してまいる所存でございます。 

 サッカーグラウンド建設協議会設置につきましては、平成２７年度にサッカーグラウン

ド建設に向けての協議会が設立できるよう、今年度は候補地の選定などの調査・研究を、

庁内の調整会議により進めてまいります。 

 また、美術館建設協議会設置につきましては、協議会の設立に向け、まずは基本的な方

向性を調査・研究していく、庁内の検討委員会の設置に取りかかりたいと存じます。 

 また、スポーツセンター野球場へのナイター設備新設につきましては、老朽化が進んで

いる野球場自体につきまして、改修が必要な箇所の総点検を行うとともに県内他市の状況

を把握するなど、設置に向けて調査・研究に取りかかりたいと考えております。 

 なお、既に取り組みを進めております施策であります、市庁舎の建て替えに向けた検討、

佐波川かわまち事業、学力のまち日本一、校舎の耐震化スピードアップ、「山頭火ふるさ

と館」建設及び留守家庭児童学級の拡充につきましては、今年度当初予算の審議の中で御

説明申し上げておりますが、今後も、スピード感を持って着実に取り組んでまいります。 

 また、財源につきましては、市長就任以来、一貫して取り組んでまいりました聖域なき

行財政改革を一層推進するとともに、補助金等の財源確保にも努め、財政の健全性を堅持

しつつ、公約が実現できるよう努力してまいります。 
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 最後に、「山頭火ふるさと館」の建設についての御質問があったかと存じますが、この

事業につきましては、基本計画の策定段階で、幾度も議員の皆様とも協議を重ねてまいり

ましたし、地元の説明会もいたしておりますが、具体的な内容等、お話もいたしておりま

す。 

 その間、議員の皆様や地元の皆様からいただきました御意見につきましては、改善すべ

きものは改善してきておりまして、今年度からは、基本設計、実施設計に取りかかること

といたしております。基本設計、実施設計を行っていく過程におきましても、これまで同

様、皆様の御意見をしっかりお聞きしてまいりたいと考えておりますので、御理解と御協

力をお願い申し上げます。 

 以上、答弁申し上げました。 

○議長（行重 延昭君）  松村議員の質問の途中でありますが、ここで昼食のため午後

１時まで休憩といたします。 

 再質問は１時からお願いをしたいと思います。 

 暫時休憩します。 

午前１１時５３分 休憩 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

午後 ０時５９分 開議 

○議長（行重 延昭君）  それでは、休憩を閉じて、会議を再開いたします。 

 午前中に引き続き一般質問であります。１８番、松村議員の再質問からです。どうぞ、

松村議員。 

○１８番（松村  学君）  それでは、再質問をさせていただきます。 

 再質問は、この「松浦正人はお約束いたします ローカル・マニフェスト」を見ながら

再質問をさせていただきたいと思います。 

 １点目として、環境については継続ですから、それを踏襲してやるということでござい

ました。 

 子育てについてちょっと質問させていただきますが、きのうの山下議員の質問もありま

したけど、小６まで医療費無料、所得制限なしで、平成２７年度の８月から１０月までに

事業化をするというふうに説明がありましたけども、実際、大分、これについてはクリア

な説明がありましたけど、財源についてはどれぐらいの増になるのか、大体雑駁につかん

でいるんだったら教えていただきたいと思います。 

○議長（行重 延昭君）  健康福祉部長。 

○健康福祉部長（藤津 典久君）  大体、まずうちのほうで想定した金額がある程度一定
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のものがあります。ここでお示ししたいのは、大体１億５，０００万円から２億円の間で

はないかと、これだけ増えるだろうという計算をしております。 

 この計算の根拠は、２４年の８月に、４歳から就学前まで拡大したときに、そのときの

影響額は４，１００万円でした。これを参考にして、国保を３、社保が７の割合で、その

３の部分で、３対７の割合で、またいろいろ計算し直したら、その間の数字が出たという

ことでございます。 

 まだ、実際予算に向かって精査すれば数字は変わるかもしれませんが、大体その辺だと

いうふうに思います。 

○議長（行重 延昭君）  １８番、松村議員。 

○１８番（松村  学君）  今聞いたのは、実は、この辺まで考えられないのかというこ

とを今から提案したいんですけど、実は、今回の選挙で、２人の相手候補から、中学校卒

業まで医療費無料の公約が出されまして、得票総数で見ると、一応過半数以上の支持があ

ったというふうにみなされるんですけども、もし財源のめどが立つんであれば、このあた

りまで、今後、状況を見ながら検討ができるのではないかと、また、そうなりますと、県

内でもトップになると思います。 

 防府の目玉の政策として、全国にも発信できますし、そういうことになれば、企業誘致

や定住対策、こういったものにも大きく宣伝活用できると思いますけども、その辺につい

ての考えというのはどうでしょうか。 

○議長（行重 延昭君）  健康福祉部長。 

○健康福祉部長（藤津 典久君）  マニフェスト、最初のころは、段階的にというような

話もございました。うちのほうも、市長が言われた所得制限なしの６年生までというのを、

どのぐらい要るんだろうかと計算したときに、果たしていかがかなという意見も部内では

ございました。 

 そうはいっても、中途半端じゃなく、この前の答弁では、１１市、市のほうしか言わな

かったんですが、議員さんのほうから言われたとおり周防大島町あるいは和木町、これが

周防大島町がうちが始めれば一緒になります。和木町はうちより多くて、今松村議員が言

われたように中学卒業までやっております。県内トップになるにはここまで必要になると

は思います。 

 今後、今回の検証をして、毎年１億５，０００万円から２億円要るということになると、

財政状況もありますので、今後、若干は、何年間か検証をさせていただいて、今後段階的

に見ていきたいと思っております。 

 ただ、これ私の私見なんですけども、都市間競争で、こういった乳幼児医療の自己負担
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分を市町村が負担するというのがどんどん増えていけば、今後、成長戦略でも、子育てに

重点的に投資していくという国の考えですから、ここまできたら、県は保険の関係で、ち

ょっと要望もしておりますが、国県にもしっかり要望していきたいというふうには思って

おります。 

 以上でございます。 

○議長（行重 延昭君）  １８番、松村議員。 

○１８番（松村  学君）  今後、財源的な試算だけでもちょっとお願いして、また段階

的に検討ができるものであれば、ぜひ進めていただきたいなと、余り、私の私見ですけど、

小学校６年から中学校３年までの間というのは、医療費がそんなにきゅっと格段に伸びな

いんじゃないかなというような考えを持っておりますが、これはわかりませんけども、ふ

たをあけてみないとわかりませんけど、届くんであれば、ぜひお願いしたいということを

申し添えておきます。 

 次に、夜間小児救急医療体制の確立ですけど、関係機関と調整しながらということでご

ざいましたけども、現行では、山口県立総合医療センターのほうで、これはもう大人も一

緒で今対応ということですけども、今後は、小児に特化したセンターを設置するんか、そ

れとも輪番制という感じで小児病院の協力を得ながらやっていくのか、この辺の方向性と

いうのはどういうふうになっているんですか。 

○議長（行重 延昭君）  健康福祉部長。 

○健康福祉部長（藤津 典久君）  夜間小児科救急においては、やはり防府市では実際に

は実施しておりません、おっしゃるとおりです。実際どうなっているかといいますと、小

児科のかかりつけの医療機関によって若干時間外も対応されております。 

 ほとんどは実際には、総合医療センターのほうの救急部で受診がされているようでござ

います。 

 総合医療センターの救急部は、３次救急医療ということを行う機関であるため、重症や

中等症の手当てが優先されるため、小児科のほうが若干待ち時間が長くなったり、あるい

は専門医の診療が困難になっているという状況がございます。 

 その中で、今後どうするのかということですが、これまで総合医療センターのほうでも、

そこへ小児科救急を置きたいというお話も、いろいろ関係機関とお話いたしましたけども、

コンビニに貸しておって、もし小児科をやるんであれば、別棟、別部屋がほしいというこ

ともあって、ちょっと難しいかなと。それで今第１案として考えておりますのは、休日診

療所、ここへ防府市夜間子ども診療所をつくっていきたいというふうに考えております。 

 ただ、これについては、当然、小児科医会の賛同が必要になります。その辺も、十分一
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緒に検討しながら進めてまいりたいというふうには考えております。 

○議長（行重 延昭君）  １８番、松村議員。 

○１８番（松村  学君）  新たな診療所をつくるという考え方ですね、確認しますけど、

今あるということですか、休日診療所を活用するということですね。 

○議長（行重 延昭君）  健康福祉部長。 

○健康福祉部長（藤津 典久君）  休日診療所を利用してやるということです。 

○議長（行重 延昭君）  １８番、松村議員。 

○１８番（松村  学君）  私も、いろいろちょっと、そんなに詳しくは調べてないんで

すけど、やはり専門性がすごく高いということで、やっぱり小児救急医療というのは大人

の医療とは全然違うという考え方で、例えば周南なんですけど、「周南こどもＱＱ」とい

ってセンターがありまして、小児科の先生らが３６５日、２４時間体制で交代交代で診ら

れていると。実際は、そういったセンターで受診された後、専門の病気の小児科の先生に

御紹介して、その後の治療を行われているというような、県内でも先進地だというふうに

言われておりますけども、こういう体制でやられているようです。 

 ですから、防府も、いろいろやり方があると思うんですけども、こういった小児科の先

生の、やはり医師会というよりも、小児科の先生らにお願いをして、今後こういう夜間小

児救急医療体制の確立というものを、やっぱりやっていただかないと、子どもに対してそ

ぐわないといいますか、子どものための医療というのは、まさにそういう体制をつくらな

いとできないというふうに理解しておりますけど、その辺についての考えといたしてはど

うでしょうか。 

○議長（行重 延昭君）  健康福祉部長。 

○健康福祉部長（藤津 典久君）  議員のおっしゃるとおりでございます。小児科医さん

の協力がぜひ必要になると思っております。 

○議長（行重 延昭君）  松村議員。 

○１８番（松村  学君）  ぜひそういう考え方で、今後、そういう医療体制をつくって

いただきたいなと思います。よろしいでしょうか。 

 それでは、今度、留家児の拡充にいきますが、現在２０学級であるということです。実

際、かなりの留守家庭児童学級拡充、今やられています。やられているんですけど、私の

ところにも寄せられているんですけど、途中でも入れないし、やはり待ちがあるというよ

うなことも聞いております。 

 今後、見通しとして、何学級ぐらいは増設していく考え方があるのか、少子化になって

いるといいますが、現状では、まだやっぱり女性進出、女性がどんどん働きに出ておる状
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況で、なかなかこういった対応も、実際行政の中で必要になってきているということで、

今後、何学級ぐらいのキャパを用意しておこうと、この市長の公約のもとにやっていこう

とお考えなのか、お尋ねいたします。 

○議長（行重 延昭君）  健康福祉部長。 

○健康福祉部長（藤津 典久君）  将来的に防府市全体を見れば児童数は減少します。た

だ、これは地域によって、学校によっては、留家児が不足している状況もございます。 

 これから子ども子育て会議で、留家児の定数がおおむね５０やっておりましたけども、

おおむね４０にしてほしいと、当分の間はこの５０でいかせていただきますが、今の計画

上は、今右田で、留家児、早速２学級目をつくっております。そういう状況でございます。 

 今後、教育委員会とも、お願いしながら、新たに必要なところがあればつくっていかな

くちゃいけない可能性もまだあると思います。改築にあわせてつくれるのであれば、その

場所が必要なところであればつくってまいりたいというふうに考えております。 

○議長（行重 延昭君）  １８番、松村議員。 

○１８番（松村  学君）  わかりました。ぜひお願いいたします。 

 続いては、教育についてでございますが、一応、今から土曜日授業を月に１回にしてい

くというような御答弁、小・中４校で実際拡大していきよるということですけども、実際、

最終的に防府市内の全学校でこういうことが取り組まれることになると、今実際は１学期

に１回とかいうような大体やっているみたいですけど、授業参観やったりとかいうような

話も聞いておりますが、実際、今後どのように、土曜日月１回が定着すると、どういう展

開が期待できるのか、この辺についてお尋ねしたいなと思います。 

○議長（行重 延昭君）  教育長。 

○教育長（杉山 一茂君）  土曜授業の拡大の見通しということと思います。現在、平成

２５年度に、学期１回で土曜授業を始めましたが、本年度は、４つの小・中学校で月１回

の土曜授業、文科省の研究指定ということでとり行っておりますし、もう２つ、富海小学

校、富海中学校でも、土曜授業の指定ではございませんが、月１回を行ってきているとこ

ろです。 

 来年度以降、こうした小学校１校、中学校１校だけでなく、中大規模校におきましても、

取り組めるところから取り組みまして、遅くとも、先３年の間には全校でやってみたいと

いう思いはあります。 

 以上でございます。 

○議長（行重 延昭君）  １８番、松村議員。 

○１８番（松村  学君）  学校の新しい、教育日本一ということで、いろんな各事業の
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説明がある資料もここにあるんですけど、この中で、今回の新規でもあるんですけど、防

府市教育夢プロジェクト、地域人材を活用した土曜日の教育支援体制の構築と、こういう

ふうなものがございます。まさに、こういったものが主軸になってくるんかなと思ってお

るんですけど、これは、具体的に言うとどういうふうな事業、プロジェクトといいますか、

例も言いながら詳しい説明もお願いしたいなと思います。 

○議長（行重 延昭君）  教育長。 

○教育長（杉山 一茂君）  現在、私ども防府市の小・中学校は、平成２４年度から全て

の小・中学校をコミュニティ・スクールに指定しております。このコミュニティ・スクー

ルというのは、子どもたちが学校の中で学びが完結しなくなった、いわゆる地域の中に出

て行って活動する、体験することにより、また、地域の方々に学校に入ってきてもらって、

それぞれが持っていらっしゃる教育力、そうしたものを活用することによりまして、子ど

もたちの学びを確かな学び、いわゆる確かな学力というふうに申しておりますが、確かな

学びにするための取り組みです。 

 具体的には、今土曜授業などで展開されておる、そうした授業や体験活動がこれに当た

ります。もっと具体的に申せば、例えば華浦小学校では、昨年、地域の自治会の皆様方の

御協力により、校区内の歴史探訪をしましたし、また、ことしは自治会の皆様が歴史かる

たをつくってくださいまして、子どもたちが、そうした授業の中で歴史かるたを活用して

地域をより知り、さらに地域に愛着を持って、地域を誇る、そうした子どもたちの育成に

つながっている。 

 さらには、そのほかの小・中学校でも、それぞれ特色ある取り組みを行っています。そ

れぞれの活動や行事が、この夢プロジェクトの主なものでございます。 

 もう一つ、子どもたちを集めて、地域のいろんな専門家の方にお話いただくことによっ

て、子どもたちをさらに防府市が好きになる、そうした取り組みも今計画をしております

が、まだちょっと、夏休み以降の取り組みとなると思います。ちょっと具体的なものが申

せませんで申しわけございませんが、そうした取り組みも考えているということです。 

○議長（行重 延昭君）  松村議員。 

○１８番（松村  学君）  大体わかりました。これについては、かなり、だから、今か

らまだまだいろんな地域によって本当にオリジナリティがすごい強い取り組みが期待され

るということで、私も以前申し上げましたけど、野島の自然体験学習とか、こういうどれ

か年に１回ぐらいはやったらどうかと言って、野島は同じ防府なんですけど、ちょっと違

った風土に携わって、また現地の人に触れ合ってもらったり、そこで泳いでもらったりと

か、海がございますから。そういった教育とかですね。 
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 あともう一つ、僕もちょっと提案したかったんですけど、実は今、私の母校である防府

西高校で、産業社会と人間という科目がございます。これは何かといいますと、将来、い

ろんな職業をやっている人が自分の職業の体験を話す時間があるんです。要は、自分の将

来の進路を見きわめるためにやっているわけなんですけど、できれば中学校ぐらいの早い

段階から、こういったことも取り入れられないのかなと。そうしますと、目標が早い段階

から設定できて、自分の勉強の仕方も、やはり早い段階から決まっていくと、スタートが

より早く切れるわけですから、より自分の夢に向かっていろんな準備ができる、勉強もで

きると思っとるんです。 

 だから、僕は、そういった判断力が問われるから高校からやっているんだろうなと思っ

たんですけど、もし可能であるんなら中学校からでもやっておったほうが、私はいいんじ

ゃないかなというふうに思いました。 

 ちょっとその辺の御見解を、じゃちょっと教育長お願いします。 

○議長（行重 延昭君）  教育長。 

○教育長（杉山 一茂君）  今、自分の将来に対して目標を持つ、さらには志を立てて、

それに突き進むと申しましょうか、進んでいくということは、とても大切な、私どもはこ

れをキャリア教育といって、中学校、高校だけじゃなくて、小学校のときから発達段階に

応じていろんな子どもたちに取り組みをさせておりますが、中学校におきましても、いわ

ゆるようこそ先輩ということで、いろんな職業の方にお話をいただく機会とか、もっと年

齢的に近く、例えばいろんな高校の先輩に来ていただいて学校の様子をお話していただく

ことで、将来に対しての夢や希望という、そうしたものをより身近に感じるという、そう

した取り組みはしております。 

 ただ、全中学校で、いろんな職業の方を呼んでいるかと申しますと、まだそれはござい

ませんが、多くの学校でやっているのはやっておると思います。また、今後は進めていき

たいとは思っています。 

 以上です。 

○議長（行重 延昭君）  松村議員。 

○１８番（松村  学君）  今も似たようなことをやっていらっしゃるということですけ

ど、やっぱりいろんな職種がありますから、そういった可能性をやはり生徒に、選択肢を

いっぱい与えたほうが、生徒のためにもなると思いますから、そういったことも考えて、

これが適当な事業なのかわかりませんけど、配慮していただきたいなというふうに思いま

す。 

 教育については、うちの会派の議員もかなり先ほど質問いたしておりますので、この辺
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にとどめさせていただきます。 

 続きまして、高齢者・障害者福祉につきましてですが、ここでやはり目につくのが、今

年度でしたっけ、バス・タクシー助成です。これ議決させてもらいました。 

 しかし、私、これやることはいいんですが、料金的に、年間１人７，２００円をバスと

タクシーで使っていくということになりますので、そんなに額が太くないので、また、や

っぱりこれだけじゃ不自由なんじゃないかなというふうに思います。 

 それと、この助成要件がきついと思うんです。防府市に住民登録がある７５歳以上、市

民税非課税世帯の人、世帯全員が自動車を所有していないこと、防府市障害者福祉タク

シー券の交付対象者じゃないこと、介護老人福祉施設・介護老人保健施設・介護療養型医

療施設・病院等に入所・入院していない人と、かなりハードルが高いと思います。 

 今回、市長がこの公約を掲げていらっしゃるんですけども、今後、これはいろんな、今

回の年間の予算の増額になってくるのか、それとも、先ほど助成要件もちょっと厳しいと

言いましたが、この辺の緩和とか、使い勝手がよいものになってくるんでしょうか、その

辺の御回答をよろしくお願いします。 

○議長（行重 延昭君）  健康福祉部長。 

○健康福祉部長（藤津 典久君）  バス・タクシー券の助成でございます。今言われたよ

うに、今回は７，２００円です。８カ月分なんで、２，１６０万円の予算ですが、今後、

まだこの８月に始めるばっかりですので、今後、拡大について、年齢を引き下げる、

７５を７０歳にするとか、そういった方向も今後、考えていきたいというふうに考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長（行重 延昭君）  松村議員。 

○１８番（松村  学君）  ちょっとここ、論点がずれますけども、今後そういった検討

に入っていくということですが、やはりこれより、私として、実際公共交通のあり方の抜

本的な見直しのほうに力を入れながら、こういった補助制度も、一つの橋渡しとして行っ

たほうがいいのではないかなと思っています。 

 といいますのは、公共交通活性化計画が出てもう５年もたち、今、後期の計画に入って

おります。ですが、今まだデマンドタクシーの実験的導入に向けて検討がされている段階

です。しかも、それが一つの地区でやっているのかと思ったら、単位自治会での実験とい

うことで、やはり公共交通というのは、地区で考えるべき問題ではないかなと、そうしな

いと抜本的な解決が図れないと思います。 

 現行のバス路線と、やはり整合をとっていただいて、市民に利用しやすいようなバス路
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線と、また地域で動くコミュニティバスであったり、タクシーであったり、今のデマンド

タクシーであったりとか、やはりそういったとり方をしないと、市民はやっぱり大分遠隔

地の人は、バス・タクシーで行くにもバス停が遠いから行けないと、こういうような話な

んです。 

 さらに今、私がさっき言った助成要件のような人は、そんなに該当するような人はいま

せん。いませんけども、町中に出れんと、病院にも行けんというような人がかなり、こっ

ちのほうが大勢を占めているわけですから、この辺のところをぜひやっていただきたい、

また、そういったことを防長バスのほうと交渉していただきたいと思うんですけど、実際、

担当課に聞いたら、なかなかちょっと今まだそういうこともできないということですが、

やはり最高執行者である市長も、ぜひそういった取り組みもしていただきたいと思うんで

すけども、それについて市長はどういうふうに思われますか、よろしくお願いします。 

○議長（行重 延昭君）  市長。 

○市長（松浦 正人君）  私、高齢者福祉、御高齢の方々への気配りということにつきま

しては、きっといろんなところに書いていると思うんですけども、健康寿命を延伸させる

ということが極めて大切なことであろうと、かように思っております。健康であれば、い

ろいろな手段で外に出て行くことも可能であるわけですし、あるいは健康寿命を延伸する

ためには、外に出ていく機会も多く持っていただくほうがいいのではないかと、そういう

ような大きな目的の中での外出機会の増大をいかに図っていくかということを、今回は７，

２００円、御指摘のような、あるいは答弁したようなことでの取り組みになっているわけ

でありますので、それらをしっかり検証しながら、あるいはそれらの実績をよく踏まえな

がら、今後の対応に、デマンド、コミュニティ等々も視野に入れながら考えていくべき課

題であると、こういうことでございます。 

○議長（行重 延昭君）  松村議員。 

○１８番（松村  学君）  わかりました。とにかくそういった形で、目的地に着けば、

また目的地に行っていろいろ歩いたり、いろんな買い物をしていくわけですから、いろん

な魅力を自分に取り入れながら、心も体も豊かになりながら、やっぱり生活していくとい

うことが、まさに私は健康寿命延伸のために必要であると思いますので、こういった観点

も必要であるというふうに思いますので、御対応のほうをよろしくお願いします。 

 続きまして、こっちのほうが今から目玉になってきますが、観光と活性化対策について、

ちょっと再質問させていただきます。 

 先日の今津議員の質問にもあったように、現山頭火建設予定地につきましては、交通対

策が厳しく、交通事故の温床になるということを、私もずっと指摘いたしました。そうい
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うことで、実は、現位置から、建設用地を変更すべきではないのかと、建てることには私

は反対ではございませんが、そうしたほうがいいんじゃないかということを御提言いたし

ました。 

 しかし、建設される前から早速事故が発生いたしたということです。行政としては、ぜ

ひ今後、責任ある対応が必要になると思います。 

 以前、駐車場用地になるところはないというような答弁もあったような感じがいたしま

す。きのうの答弁では、今から探しますということでしたけど、その中で、松崎小学校の

駐車場を活用したらというような答弁もありましたけど、基本的に、やっぱり教育施設を

そういった駐車場にすると、やっぱり生徒の防犯上ということで、まずいんではないかと

いうことで、この話も一応、それはその時点でなくなりましたけど、結局、今後は、交通

対策とにかく必要だという中で、答弁がとまっていたと思います。 

 きのうの今津議員にもありましたけども、私も、こういう考え方もいいなと思いました。

天神駐車場があります、さらにらんかん橋の下に今空き地もあります。こういったところ

を活用して、駐車スペースを活用して、逆に商店街から天満宮に向けて歩かすということ

も、ある意味商店街振興になるんじゃないかなというふうに思います。 

 だから、今の予定地でやるんであれば、そういった配慮をすれば、逆にあの沿線上に駐

車場をつくっちゃうと、どうしても新橋牟礼線上が混雑いたします。ですから、商店街の

中に入ったようなところに駐車場を設ければ、交通量が分散いたします。ですから、危険

はだいしょ回避できるじゃないかなというふうの思いますけども、どのようにお考えにな

りますか、よろしくお願いします。 

○議長（行重 延昭君）  総合政策部長。 

○総合政策部長（持溝 秀昭君）  今の、議員お尋ねの駐車場問題と交通安全問題でござ

います。 

 今、うちの内部の協議会なんですけれど、防府天満宮下における駐車場の確保について

ということで、ことしの６月３日と６月１７日に、関係部署を集めまして協議を盛んに行

っております。 

 その中では、今おっしゃいましたように、「山頭火ふるさと館」の近くへ駐車場を設け

たんでは、なかなかうまいこといかないので、おっしゃるとおりに天神のほうの商店街の

ほうの駐車場、これを活用することができないかという意見も当然出てまいりますし、ほ

かに候補地がないかということで今進めております。 

 以前にも、ここの駐車場を確保してはどうかという話もあったんですけれど、もう一度

それをよく検討しまして、そういう方向で今、近いうちに、庁内でのまずたたき台を出し
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たいというふうに考えております。 

 また、議員の皆様にも、その辺のことをお知らせしたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（行重 延昭君）  松村議員。 

○１８番（松村  学君）  わかりました。商店街だけの駐車場では多分足らないと思い

ます。特に、「花燃ゆ」が始まったら、あそこはすごい混雑するんじゃないかなというふ

うに想定できますので、２つ、３ついけたらいいかなと思いますが、その辺ぐらいのとこ

まで考えていただきたいなというふうに思っております。 

 先ほどの冒頭の質問にもありましたけど、山頭火一本とせんで、できれば「花燃ゆ」も

あることから、そういった偉人も防府に住んでるわけですから、そういった偉人、また現

代の今の偉人、伊集院静とか、大村能章とかいらっしゃいます。こういった部屋もきちっ

と設けて、やっぱりいろんなバリエーションを持たせた施設にしたほうがいいんじゃない

かということも、かなり言われております。 

 市長も、これについてちょっとお考えをお尋ねしたいと思います。 

○議長（行重 延昭君）  市長。 

○市長（松浦 正人君）  私は、山頭火を顕彰する「山頭火ふるさと館」をつくると、こ

ういうことであります。 

○議長（行重 延昭君）  松村議員。 

○１８番（松村  学君）  要は、市民の中から、建設賛成でもそういった意見が結構あ

りましたので、申し上げさせていただいたんですけども、もう少しちょっと幅を広げて、

まだ時間もありますから、いろんな情報をとっていただいて、考えていただきたいなとい

うふうに思います。 

 それと、大平山山頂公園につきましては、改修というような形、ロープウェイの改修と

いう話のほうがかなり強くあったように感じましたけども、私としては、大平山山頂公園

の充実のほうを強くしていただきたいなというふうに要望をさせていただきたいと思いま

す。 

 といいますのは、私もたまに行くんですけども、特にそり、草スキーというんですか、

すごい大人気で、土日なんかはそりの奪い合いで、今ごろはナフコに行ったらそりを売っ

てまして、実際、山の駅で売ったらええのになとか思ったりしたんですけど、結構皆さん

買っていらっしゃいまして、私も買いに行きましたけど、それを子どもさんらがそりです

ごく遊んでます。 

 今度は、佐波川のかわまち事業でも、このような場所ができるということで、さらに一
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層、こういった遊びが子どもたちの中でやられるんだろうというふうに思っておりますが、

以前本会議でも申し上げましたけども、私としては、もう少し公園に魅力を持たせたい。 

 どうするかということですが、なかなか財源もかかってくる話になるんかもしれません

けど、私としては、徳山動物園であったり、ときわ公園であるような、あそこまでのもの

はなかなか難しいでしょうが、ちょっとしたミニ動物園、小動物に子どもたちが肌で触れ

合える、ウサギとか、ロバとか、鹿も、実は下におるわけですけども、危なくないような

動物と触れ合えるような動物園であったりとか、例えば、子どもたちが結構大好きなカー

ト場とか、そういったものを整備して、料金を取って、そういったゴーカート場みたいな、

あとはちょっとしたコーヒーカップであったりとか、何かいろいろあると思います、今、

時代のニーズに合った。 

 そういったものを設置して、ひっきりなしに子どもが土日になったらにぎわうというよ

うな、そういった大平山山頂公園にできないかというふうに思います。提案いたしたいん

ですが、ちょっとその辺についての御検討をしていただきたいなと思うんですけども、執

行部の御回答をよろしくお願いします。 

○議長（行重 延昭君）  産業振興部長。 

○産業振興部長（山本 一之君）  山頂公園の充実についての御質問ですけど、今計画で

は、今年度、山頂公園の計画策定を行いまして、２８年ぐらいまでに整備をしたいと思っ

ています。 

 内容につきましては、今議員がおっしゃったような遊具なりを新調、それから、園路も、

やはりちょっと歩きやすいように整備する必要があると思います。 

 その辺を中心に、今の御意見も踏まえて、また計画をつくって、２８年ぐらいまでには

工事を完成したいと思っています。よろしくお願いします。 

 以上です。 

○議長（行重 延昭君）  松村議員。 

○１８番（松村  学君）  ありがとうございます。ぜひ、またそういった視点を取り入

れて御検討していただきたいと思います。よろしくお願いします。 

 それでは、最後ですが、活性化対策になります。 

 大変いい話でしたが、大型企業もちょっと接近中ということで、これはまだどねえなる

かわかりませんけども、大変私も期待しております。頑張っていただきたいと思います。

エールを送っておきます。 

 しかし、未利用地がまだたくさんあります。三ノ桝の今の６万平方メートルもあります

し、ほかにもまだ土地が眠っております。 
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 このたび、大変思ったんですけども、今回ＪＴさんは大手のデベロッパーを仲介してこ

のような話にこぎつけたところがあります。ですから、今後、防府市としても、もう少し

企業誘致をしていくためには、補助制度とか、そういった支援制度の充実だけじゃなくて、

こういった業者を選択して企業誘致をしていくということも必要になってくるんではない

かな、一つの選択肢になるんではないかなというふうに思うんですけど、どうでしょうか。 

○議長（行重 延昭君）  産業振興部長。 

○産業振興部長（山本 一之君）  議員おっしゃったように、こういった大手のデベロッ

パーを対象に今から交渉していくことは、一つの大きな手段であると思いますので、その

辺も含めて、またこれから交渉してまいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（行重 延昭君）  松村議員。 

○１８番（松村  学君）  ありがとうございました。 

 続きまして、サッカーグラウンドでございますが、これもきのう山下議員から質問があ

りました。 

 ２７年度に建設協議会を設立ということで、財源も大体５億円から６億円ぐらいであろ

うということです。しかし、サッカー協会の要望では、これ以上のグレードのサッカー競

技場を要望しているんではないかなというふうに思います。 

 実際は１万平方メートルプラスアルファということでしたけども、広大な土地が必要に

なります。そこで、ちょっとお聞きしますが、市長が、きのう、昔の多々良学園の野球場

という、自分はということですけども、確かに余りないので、ここもまさに選択肢の一つ

になると思いますけど、以前私も提案いたしましたが、ＪＴの最終処分場跡地、これは考

えられないのかなと思ってますけど、前も言いましたけども、あそこはいわくつきで、開

発ができないんですけども、芝生は植えられるわけです。そして、物は置けるわけです。

ＪＴも今は困っておるわけです、売却もしたくてもできないということで。 

 公共の用に供することになれば、非課税にできる、固定資産税免除というような話もで

きて、ＪＴと防府が、双方が折り合えば、お互いにメリットが出るような話ではないかと

いうことを、まず、前提案させていただいていたんですけど、その辺の考え方は、今後で

きないんでしょうか。 

○議長（行重 延昭君）  総合政策部長。 

○総合政策部長（持溝 秀昭君）  サッカーのグラウンドにつきまして、ＪＴの廃棄物処

分場のほうの跡地が利用できないかということでございまして、これにつきましては、企

業用地の要望があったときにかなり詳しいことをお話していると思いますけれど、やはり
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今の段階では、なかなかその用地をいろんな使い方をするのに、ＪＴ側さんは、やはりあ

る程度土地の形状が、あるいは次の活用ができるようにきちんとした土壌対策をしてから

という方針でいらっしゃいまして、それについて、最近は、特にその後、こういうことは

どうだろうかというとこまでいっておりません。 

 また近々でも、一つの対象の用地で、大きな、防府市にとって大事な土地でございます

ので、そういった方向で、一度協議には行ってまいりたいと思います。 

○議長（行重 延昭君）  松村議員。 

○１８番（松村  学君）  スポーツセンター付近に設置してほしいと、サッカー協会か

ら要望があったので、そういう提案をさせていただいたんですけど、そうならなかったら、

市長が言いよった今の土地しか私も思いつきません。 

 ですから、その前段で、できればそういった交渉をしていただいて、できないというこ

とであれば、市長が言いよった話になってくるのかなというふうに思っておりますので、

ぜひともいいサッカー場をつくっていただきたいと要望しておきます。 

 美術館につきましても、まだ何も決まっていないような状態でしたけども、私としては、

今後、公共施設マネジメント計画策定の中で考えていかれたらどうかと思っております。 

 といいますのが、周南でも２９億円くらいのコストがかかったということで、維持費も

いっぱいかかります。うちの市も、今から市役所を建て替え、そして公会堂の建て替え、

こういったものがめじろ押しになっています。 

 ですから、こういった中で、今後美術館をどのようなものにしていくのか、雨宮先生の

顕彰のためにというふうに市長の思いも述べられましたけども、そういうことからすると、

こういった複合型の施設の中にやっていかないと、現実的に美術館建設というのはちょっ

と難しいんじゃないかなと、私もできてほしいんですけども、その辺についてのお考えを

よろしくお願いします。 

○議長（行重 延昭君）  総合政策部長。 

○総合政策部長（持溝 秀昭君）  今、議員の御提案を、すごく時宜を得ております。確

かに公共施設マネジメントで、今現状のまず分析して、これから現状の施設をどこまで維

持できるか、場合によっては、防府では余りできないかと思いますけど、統合・廃止、合

併してるところは、そういったことが直近の課題になっておりますが、防府ではそれほど

の統合・廃止というのは、できないというか、必要ないと思います。 

 ただ、その中で更新はしていく必要がございますので、その場合には、おっしゃったよ

うに複合の施設をぜひ検討してまいりたいと思います。御提案ありがとうございます。 

○議長（行重 延昭君）  松村議員。 
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○１８番（松村  学君）  ありがとうございました。 

 野球場、サッカー場、これが今から照明もついてすごくよくなると、私も昔、野球連盟

に所属していたんで、本当夢のような話で、今は歳とってやってませんけども、やったら

骨が折れるかなと思っていますが。そういった意味でも、今からの人らにはありがたい話

で、ぜひこういうもんができると、今度、公式的な試合もたくさん誘致できると思います。

例えばプロリーグも誘致できるんではないかなと。 

 そういった形でまちづくりをしている市もたくさんありまして、そういった誘客、観光

の視点からも、大変有用な、スポーツで観光すると、まさに今、総合政策部にスポーツ課

ができたわけですから、そういった形、ぜひとも強い取り組みをよろしくお願いいたしま

す。 

 最後に、これだけのボリュームを４年でやるわけですから、大変難しいと思います。し

かし、よいものができるように、無理をせず、市長以下担当部局の皆様には頑張っていた

だきたいし、また、議会の声もしっかり吸い上げて、子々孫々まで受け継がれる立派な施

設や事業にしてほしいと要望いたしまして、質問を終わりたいと思います。建設的な議論

ができまして大変うれしく思います。ありがとうございました。 

○議長（行重 延昭君）  以上で、１８番、松村議員の質問を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（行重 延昭君）  次は、１３番、髙砂議員。 

        〔１３番 髙砂 朋子君 登壇〕 

○１３番（髙砂 朋子君）  公明党の髙砂でございます。それでは、通告に従いまして、

大きく２項目、質問をいたします。よろしくお願いをいたします。 

 最初に、老朽化したインフラの維持管理について取り上げさせていただきます。 

 東日本大震災の発生を機に、また、近い将来、高い確率で発生すると懸念されておりま

す大震災などの自然災害から、人の命と暮らしを守るため、防災、減災や国土強靭化への

備えとして、老朽化したインフラや公共建築物の保全、整備、適正な維持管理による長寿

命化の対策が急務となっております。 

 国土交通省は、平成２４年１２月に発生した、中央自動車道笹子トンネル天井板落下事

故などを踏まえ、平成２５年１月、社会資本の老朽化対策会議を設置、平成２５年を社会

資本メンテナンス元年として、インフラの老朽化対策について取り組みを開始いたしまし

た。 

 国土交通省では、インフラの長寿命化に向けた戦略的な取り組みとして、安心して既存

のインフラを利用し続けるためには、それぞれの施設の特徴を踏まえた適切な点検による
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現状確認と、点検結果に基づく的確な修繕の実施が不可欠としており、維持管理更新のあ

り方を含めて、内容の充実を図った長寿命化計画の策定の重要性を上げています。 

 防府市においては、橋梁の老朽化に対し、効率的、効果的に維持管理をするために、平

成２４年度末に、道路橋長寿命化修繕計画を策定し、補修、定期点検を進めておられます。

水道に関しては、平成２１年度に策定した、防府市水道ビジョンにより、老朽化した施設

の更新や耐震化が進められ、下水道に関しては、これまでの不良箇所の補修に加え、平成

２４年度に策定した長寿命化計画により、計画的な改善が始まっております。 

 今回の質問におきまして、各計画をもとにして進めておられる老朽化対策の現状と、総

体的に道路の老朽化にも目を向け、インフラ整備は各関係部署との連携のもと、事後保全

型から予防保全型へ移行することの重要性を訴えたいと思います。 

 公明党山口県本部では、道路や橋梁などの老朽化に対し、プロジェクトチームを立ち上

げ、県、そして各市町で実情に沿ったさまざまな提案がなされ、今後の実施に向けた取り

組みが始まっております。 

 我が防府市におきましても、なお一層のインフラの老朽化対策に取り組んでいただきた

いことを願い、質問をいたします。 

 １点目、上下水道管の老朽化対策、耐震化について伺います。 

 防府市水道ビジョンの基本方針には、「安全・安心な水道」、「持続可能な水道」、

「頼れる水道」、「やさしい水道」の４点が上げられています。 

 頼れる水道として目指すものは、老朽化施設の更新、耐震化等の災害対策の充実です。

この点について、以下４点質問をいたします。 

 １として、上水道管の更新、耐震化の状況について、市の給水開始は、昭和２６年、長

い年月使用されてきた各種管によって、これまでにより耐久性、耐震性のある安全な管に

更新されてきたわけですが、その状況をお聞かせください。 

 ２として、漏水の現状と調査体制について、管の老朽化が進む中で、漏水の問題は避け

られません。路面下で進む漏水は、やがて道路の陥没となってあらわれることもあり、走

行上大変危険です。漏水の現状と、今後、未然に危険な状況を防ぐという観点から重要に

なってくる調査体制についてお聞かせください。 

 ３として、浄化センターの更新について、現在の浄化センターは、昭和５３年に建設さ

れたもので、老朽化も進んでいることが予想されます。耐震化の問題もあると思います。

今後、施設の更新をどのようにしていかれるのかお聞かせをください。 

 ４として、汚水管渠の長寿命化について、下水道事業は、昭和３４年から建設開始とい

うことで、耐用年数を越えた管渠も出てきているのではないかと思います。今後の長寿命
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化についてお聞かせください。 

 次、２点目でございますが、橋梁の老朽化対策について伺います。 

 市が管理する２メートル以上の橋梁は７２５橋、そのうち長寿命化修繕計画の対象にな

っているのは、６メートル以上及び重要路線に架橋されている２４０橋ですが、コンク

リートの劣化等が心配される、建設後３０年から５０年経過した橋梁は４４％を占めてお

ります。同計画では、予防的な維持管理ということで、損傷が軽微なうちに対応し、橋梁

を架設後１００年程度長寿命化するとともに、維持管理の平準化と縮減を図ることを目的

とするとあります。 

 そこで、１点目として、これまでの調査、対応の状況、２として、損傷状況の把握のた

めの調査手法について伺います。 

 ３点目でございます。道路の老朽化対策について伺います。 

 道路は、市民の皆様に一番身近な公共施設の一つであり、安全で円滑な通行を確保され

なければならないですし、災害時には避難路や物資の輸送路となる重要なインフラです。 

 しかしながら、高度成長期に大量に整備され、５０年余りたった今、全国的には、上下

水道の埋設管の老朽化や、河川や港湾沿いの吸出しによる道路の陥没等の事例が多く報告

され、老朽化に伴うさまざまな問題が出てきております。 

 そこで、以下４点質問いたします。 

 １として、オーバーレイの状況と、今後の対応について、路面の荒れやわだち等への対

応は、既設舗装の道路の上に舗設するという修繕工事を繰り返すことが多いわけですが、

その結果、道路の形状は、幅が狭くなったり、歩行部分に支障が出たりと、改善が求めら

れる箇所もあります。このような箇所に対して、今後どのように対応されるのかお聞かせ

ください。 

 ２として、市道の道路陥没等の老朽化の状況とその原因も含め、対応状況についてお聞

かせください。 

 ３として、表面だけではわからない、路面下の空洞化の危険性については、どのように

認識されているかについてお聞かせください。 

 ４として、国土交通省が、防災安全交付金を創設し、施設の老朽化対策及び事前の防災

減災対策に取り組む自治体を支援している現在、我が市においても、この交付金等を活用

し、緊急輸送路、避難路等を中心に、主要幹線の空洞化総点検調査を実施し、効果的な維

持管理に結びつけてはと思いますが、この点についての御所見を伺います。 

 国土交通省のホームページを見てみますと、道路の空洞化に対して危機感を持つ問題の

一つとして取り上げられており、これに対して防災安全交付金の活用が進んでいる状況も
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紹介されていました。また、空洞の調査技術としては、レーダー等を乗せた車を用いての

調査や、穴を掘った上でのスコープ調査もあるようでございます。我が市におきましても、

こういった積極的な、先進的な手法を取り入れるべきと考えますが、いかがでしょうか。 

 最後の質問でございます。 

 ４点目、老朽化したインフラの適正な維持管理に対する基本的な方針について伺います。 

 上下水管、橋梁の老朽化は、道路の老朽化につながる部分が多くあります。今後のイン

フラの整備は、国・県、庁内の関係部署の連携のもと、問題が起こってから対処する事後

保全型から、防災・減災につながる重要な観点から、問題が起こる前に未然に防止する予

防保全型へ転向していくべきではと考えますが、いかがでしょうか。 

 よろしくお願いをいたします。 

○議長（行重 延昭君）  １３番、髙砂議員の質問に対する答弁を求めます。市長。 

        〔市長 松浦 正人君 登壇〕 

○市長（松浦 正人君）  御質問にお答えいたします。 

 上下水道管の老朽化対策について、まず、そのうち上水道管の更新、耐震化の状況でご

ざいますが、本市上水道の給水開始は、昭和２６年でございまして、県内においては比較

的遅い方でございますが、既に６３年が経過し、当初に布設した管路は、法定耐用年数の

４０年を超え、老朽化が進んでおります。 

 管路の更新につきましては、以前から、年７キロメートル程度実施しておりまして、平

成２５年度末では、管路全体の耐震化率は１３％に上がりまして、防府市水道ビジョンの

中間年、平成２６年度末でございますが、その目標の１０％を超えているところでござい

ます。今後も、更新事業のペースをこのまま継続させることによりまして、耐震化、老朽

化対策に万全を尽くしてまいりたいと存じます。 

 続きまして、漏水の現状と調査体制についてお答えいたします。 

 毎年、小口径の管を含めて１３０件程度の路上への漏水が発見され、２４時間体制で修

理を行っているところでございます。特に、口径７５ミリメートル以上の大きい配水管が

一旦破裂してしまいますと、道路が陥没するなどの二次災害を引き起こす可能性もありま

すことから、今後も、この修理体制を堅持してまいります。 

 なお、漏水の突発的な発生を抑制するために、漏水の調査を昭和５８年から実施してお

りまして、最近では、効率的に漏水を発見するため、地域を定めた定期的な調査と過去の

漏水発生状況などを勘案した調査とを併用して行っております。 

 今後も、調査研究を行い、新技術などの導入も含めて、効率的な予防保全に努めてまい

ります。 



－191－ 

 次に、浄化センターの更新についてお答えをいたします。 

 浄化センターは、昭和５３年の供用開始以来、３６年が経過いたしておりますことから、

防災・安全交付金によりまして、平成２４年度には長寿命化計画を策定し、平成２５年度

には老朽化した施設及び機器などの更新に関する実施設計を行い、本年度から工事に着手

いたします。 

 続きまして、汚水管渠の長寿命化についてでございますが、汚水管渠は昭和３４年の建

設開始から、既に５５年が経過しておりまして、法定耐用年数の５０年を超えたものが出

始めております。 

 汚水管渠につきましても、平成２４年度に長寿命化計画を策定しまして、平成２５年度

に実施設計を行い、本年度は、道路下にある幅２．１メートル、高さ１．５メートルのコ

ンクリート製の下水路約１７０メートルの内面補強を行うことといたしております。 

 また、昭和６２年から、毎年、計画的に地域を定めて、汚水管渠の清掃とテレビカメラ

調査を行い、不良箇所が発見されれば、その都度、適切に修理いたしております。今後も、

浄化センター並びに汚水管渠の長寿命化を推進してまいります。 

 続きまして、２点目の橋梁の老朽化対策についてお答えいたします。 

 これまでの調査、対応状況についてでございますが、議員御案内のとおり、現在市内に

は、防府市が管理する道路橋、橋長２メートル以上のものが７２５橋ございまして、その

うち、橋長６メートル以上の橋梁及び重要路線にかかる橋梁２４０橋につきましては、平

成２０年度以降、平成２３年度までに、健全度把握調査を行い、平成２４年度に、「防府

市橋梁長寿命化修繕計画」なるものを策定いたしました。 

 その後、平成２５年度からは、橋長２メートル以上の橋梁につきましても、健全度把握

調査を開始し、既に約２５０橋について調査を完了したところでございます。しかしなが

ら、現時点ではまだ健全度把握調査を行っていない橋梁が約２３０橋残っておりますこと

から、これらの橋梁につきましても引き続き調査を実施し、早期に全ての橋梁についての

調査を完了したいと考えております。 

 次に、橋梁の損傷状況の把握のための調査手法についてでございますが、橋梁の健全度

把握調査を行うに当たりましては、山口県策定の「山口県橋梁点検要領」に従いまして、

可能な限り近接目視の点検を行っており、場合によっては、点検ハンマーなどの器具を使

用して、損傷状況などの把握に努めているところでございます。 

 続きまして、３点目の道路の老朽化対策でございます。 

 まず、オーバーレイの状況と今後の対応についてでございますが、オーバーレイと申し

ますのは、道路の路面補修工法の一つでございまして、舗装路面に亀裂や破損があった場
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合、既存の路面を再度アスファルト舗装で覆う工法でございます。この工法は、修理後の

路面が既設の路面より高くなるという欠点がございますが、補修工法としては安価で施工

が容易なことから、広く一般的に採用されております。 

 そのほか、舗装の表面を削った後に、オーバーレイを施す工法、路面の排水等を考慮す

る必要がある場合には、既存の舗装版を一度撤去して、新たに施工する打ち替え工法など、

さまざまな工法がございますが、今後の対応策といたしましては、費用面等も考慮しなが

ら、現状に最も相応した施工方法を採用してまいりたいと考えております。 

 次に、道路陥没等の老朽化の状況と、その原因も含め、対応状況についてのお尋ねでご

ざいましたが、直近の３カ年の道路陥没の処理実績を申し上げますと、平成２３年度が約

２４０件、２４年度と２５年度が、それぞれ約２００件でございました。 

 その原因といたしましては、道路の下を横断する水路や管渠の老朽化による吸出し、つ

まり水路や管渠が漏水することによって道路の路面が陥没する現象によるものがほとんど

と考えられます。 

 その対応といたしましては、規模にもよりますが、緊急を要する場合は、道路課の職員

及び作業班がその日のうちに陥没補修を行っております。また、規模の大きいものにつき

ましては、やむを得ず事故防止のための危険表示処置を行った上で、業者へ補修作業を指

示いたしております。 

 市といたしましては、引き続き道路パトロールを徹底するとともに、市民の方から通報

があった場合は即座に対応できるよう、日々心がけてまいりたいと考えております。 

 次に、表面だけではわからない路面下の空洞化の危険性についてでございますが、先ほ

ども御答弁申し上げましたとおり、規模や程度に差はございますが、毎年約２００件程度

の陥没補修を行っておりますことから、陥没に至らない路面下の空洞化箇所は相当数存在

するものと推測されるところでございます。 

 市といたしましても、路面の陥没による交通事故などが発生する危険性につきましては、

十分認識しておりますことから、陥没がいつ発生するか予測できない現状の中で、早期発

見、早期対応に万全を期しているところでございます。 

 次に、主要幹線の空洞化総点検調査の実施でございますが、前段の御質問にもございま

したとおり、路面下の空洞化した箇所を通常の道路パトロールなどで目視により特定する

ことはほとんど不可能でございます。議員御提案の主要幹線の空洞総点検調査の実施につ

きましては、既に地方整備局において、空洞化調査に向けた体制の整備を図られていると

も伺っておりますので、市といたしましては、今後、そうした国の動向なども注視しなが

ら、市道全体の維持管理方法とあわせ、防災安全交付金等の対象になるか否か、まずは、
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県御当局と協議を行ってまいりたいと考えております。 

 最後に、老朽化したインフラの適正な維持管理に対する基本的な方針についてでござい

ますが、道路インフラを取り巻く現状といたしましては、全国的に老朽化による変状が顕

著となっておりまして、その対策が急務でございます。 

 そうした中にあって、本年５月２９日に、「山口県道路メンテナンス会議」が立ち上げ

られております。この会議は、山口県内の道路施設を計画的かつ効率的に、維持管理、補

修、更新等を行うために、交通上密接な関連を有する、高速自動車国道、一般国道、県道

及び市町道の道路管理者が、相互に連絡調整し、また協力して情報の共有や発信を行うこ

とにより、点検や修繕計画などの調整、技術基準類に対する理解、健全性の診断に関する

研さん、必要な技術的支援の促進など、道路施設の予防保全、老朽化対策を強化すること

を目的といたしております。 

 市といたしましては、「山口県道路メンテナンス会議」から得られる情報等を有効に活

用して、従来の事後的な維持管理を予防的な維持管理に転換し、道路施設の防災・減災対

策に取り組んでまいりたいと考えております。 

 また、上下水道事業といたしましては、上水道におきましては防府市水道ビジョン、下

水道及び浄化センターにつきましては長寿命化計画に基づいた事業を実施していくととも

に、さらなる効果的なインフラの維持管理に向けて調査研究を進めてまいりたいと存じま

す。 

 以上、答弁申し上げました。 

○議長（行重 延昭君）  １３番、髙砂議員。 

○１３番（髙砂 朋子君）  先月でしたか、私のところに、道路が陥没しておりますので

早期な対応をお願いしたいのだがという１本の電話をいただきまして、早速、道路課のほ

うにお電話をいたしましたところ、早急な対応をしていただいて、路面を新たに舗装して

いただくことができました。こういった速やかな対応が日々行われているんだなというこ

とを私自身も感じました。 

 先ほど、市長さんの御答弁の中には、道路の陥没に関しては、毎年２００件ぐらいの陥

没があるということで、それの主な原因としては、水路、管渠の老朽化等による漏水等が

原因であろうと、そういった御答弁がございました。 

 見えないところの空洞化というものは、これを考えますと、相当数あるという御答弁で

もあります。対策が急がれるところだと思います。 

 それでは、ちょっと再質問を数点させていただきます。 

 最初に、上下水管のことでございますけれども、老朽化いたしました管の状況をるるお
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聞かせをいただきました。鋳鉄管、石綿セメント管、塩化ビニール管と、長い年月の間に

材質も変わってきておるわけでございますけれども、より耐久性、安全性の優れているも

のに更新をされてきているわけでございます。 

 老朽化して更新しなければならない管の残りの距離というものを教えていただけますで

しょうか。また、特に心配されております、石綿セメント管の撤去については、詳しく御

説明をしていただければと思います。よろしくお願いをいたします。 

○議長（行重 延昭君）  上下水道局次長。 

○上下水道局次長（大田 隆康君）  上下水道局でございます。残存する老朽管の延長等

についてお答えいたします。 

 法定耐用年数の４０年を超えました上水道のほうの老朽管につきましては、鋳鉄管が約

１３．６キロメートル、塩化ビニール管が約３７．２キロメートル、それから石綿セメン

ト管は、桁がちょっと違いますが１０メートルほど残っております。したがいまして、合

計して約５０．８キロメートルが残存しております。 

 現在、上水道の総延長は約５９３キロメートルでございますので、おおむね８．６％残

っておるということになります。なお、石綿管は１０メートルでございますが、富海東側

の国道２号線を横断しておる一部に残っております。 

 ただいま、国土交通省で国道の拡幅工事等が計画されております。平成３２年度までに

は、この工事が終了するということですので、それにあわせて撤去いたしたいと思ってお

ります。 

 また、下水道におきましては、汚水管渠の総延長は約４３７．７キロメートルございま

す。そのうち法定耐用年数５０年を超えた管渠の延長は約２．１キロメートルでござまし

て、おおむね０．５％に当たっております。 

 以上でございます。 

○議長（行重 延昭君）  １３番、髙砂議員。 

○１３番（髙砂 朋子君）  ありがとうございました。石綿セメント管については、

１０メートル残すのみということで、国道の改修計画のお話が今ございましたけれども、

既に撤去も決まっているということで安心をいたしました。 

 更新しなくてはならない管については８．６％、総延長で５０．８キロメートルという

御説明がございましたけれども、この残存の長さに対して、どのくらいの期間を要するも

のか、大体どのくらいを考えていらっしゃるのか、どういった計画でいらっしゃるのか、

概略、ちょっとお聞かせいただけますでしょうか。 

○議長（行重 延昭君）  上下水道局次長。 
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○上下水道局次長（大田 隆康君）  お答えいたします。 

 残存する分につきましては、今５０キロメートルぐらい、年間、先ほど市長が答弁いた

しましたように、７キロメートルずつぐらいの更新をしております。したがいまして、短

くて１０年前後、それから長くても２０年前後には更新をしたいと思っております。 

 なお、下水につきましては、まだ０．５％ですので、これも計画的には更新を進めてま

いりますけど、時期的なものについてはちょっと申し上げられません。 

 以上でございます。 

○議長（行重 延昭君）  １３番、髙砂議員。 

○１３番（髙砂 朋子君）  ありがとうございました。毎年７キロメートル平均というこ

とでございますので、１０年から２０年ということでございます。 

 更新しなくてはならない管については、さびにくく割れにくい、また耐久性のあるダク

タイル鋳鉄管やポリエチレン管への更新をされているということを教えていただいており

ます。今後も、計画的に、精力的に更新問題に取り組んでいただきたいと思っております。 

 また、これまでの漏水調査にあわせまして、先進的な調査方法もしっかりと研究をして

いただき、心配な箇所は早めの対応ができるようにお願いをしたいと思います。 

 次の質問でございますけれど、これは道路の関係になりますが、道路の表面化している

ものの老朽化の例を御紹介をしたいと思います。 

 三田尻西浦線の桑山中学校のあたりから清水川公園、そして華城小学校周辺までの区間

のことでございますけれども、たび重なる埋設管工事の影響でしょうか、かなり長い距離

の舗装が悪く、がたがたの道であるというふうに、私自身も感じております。 

 市民の方から、また、他市から来られた方からも、こんなに長距離にわたって舗装の悪

いところはないと、そういった怒りの声も出ているわけでございます。極端なオーバーレ

イになっているところもございます。 

 この辺は通学路でもございますし、交通量も大変多い幹線でございます。この道路に関

しての整備というものはどのように考えていらっしゃるか、ぜひお願いしたいと思います

けれども、いかがでしょうか。 

○議長（行重 延昭君）  土木都市建設部長。 

○土木都市建設部長（金子 俊文君）  土木都市建設部でございます。三田尻西浦線の舗

装の状況と今後の対策という御質問をいただきましたが、その前に、１点だけ、ちょっと

御説明をさせていただきたいんですが、実は、今インフラの長寿命化というのは、全国的

に喫緊の課題となっておりまして、既に本市におきましても、私ども土木都市建設部にお

きましても、市営住宅、さらには橋梁というものの長寿命化計画を策定してまいったんで
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すが、実は、昨年の１１月、国のほうにおきまして、インフラ長寿命化基本計画なるもの

が策定されまして、その中で書かれておりますことを少し御紹介させていただきますと、

道路等だけではなく、例えば河川、例えば公園、そういった全てのインフラについて長寿

命化を計画すべきだというような御提言、御指導をいただいております。 

 さらには、取り組み方針といたしましては、長寿命化計画を策定すること、さらには対

象施設の点検診断を行うこと、そういったことを含めて、２０３０年を目標に国民の安全

を守るというような基本方針が出されております。 

 それにあわせるように、舗装の対応につきましても、実は国土交通省のほうから指針が

出ておりまして、ただいま議員のほうからお尋ねございました、市道三田尻西浦線、清水

川といいますか、華城公園のあたりから西へ、華城小学校までのあたりですが、御指摘に

もございましたように、過去、上下水道管の布設等が行われたりしておりますので、路面

が凸凹になっておるという現状は承知いたしております。 

 そのため御質問をいただきましたが、今後の対応といたしましては、再度、現地を綿密

に調査して、損傷の状況、程度等を確認して対応してまいりたいと。実は道路のひび割れ

に関しましては、まず縦方向に現象が生じるとか、さらには亀裂になる、それが進めば段

差が起きるというような段階的な進行が、既に国のほうからも示されておりますので、そ

ういった国のいわゆる点検指針を使いながら、私どものほうで調査判断して対応してまい

りたいというふうに考えております。 

○議長（行重 延昭君）  １３番、髙砂議員。 

○１３番（髙砂 朋子君）  国全体も、もうそういった老朽化した道路、また埋設管の老

朽化、こういったものの対応に動き出している中で、しっかりと防府市内の、こういった

老朽化している道路に関しても目を向けていただきまして早く整備をしていただきたい、

そのように希望しておきたいと思います。 

 埋設管のこともありますので、水道部署とまた道路課との連携のもと、ぜひともよろし

くお願いをいたします。 

 それから、３点目の再質問でございますが、県道でございますけれども、桑山中学校前

の交差点、中央に１メートル四方の空洞が見つかり、処置をしたということをお聞きいた

しました。 

 交通量が大変多い場所でございますので、陥没による事故が起きる前に対応ができたこ

とは大変よかったと思います。市道全長は約６３５キロメートル、市内には県道も国道も

ありまして、市内外の方が毎日利用されている、大変利用度の高い道路がたくさんあるわ

けでございます。 
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 先ほどから申し上げましたように、予防保全型の重要性はあるものの、全長を一斉に調

査をするということは大変難しいところでございます。優先せざるを得ない道路からとい

うことになると思います。その辺をどのように考えていらっしゃるか、お考えをお聞かせ

いただければと思います。 

○議長（行重 延昭君）  土木都市建設部長。 

○土木都市建設部長（金子 俊文君）  路面下の空洞調査ということで、御質問いただき

ました。 

 このたび、こういった御質問をいただいたことによりまして、私どもも少し先んじて勉

強、研究もさせていただいたんですが、国土交通省にちょっと確認をしてみましたら、国

レベルにおきましては、空洞調査のためのいわゆる空洞探査車、今回、インターネットで

ございますが、県の公明党さんのほうで調査されたのは多分これに当たろうかと思うんで

すが、そういうもので１次診断を行った後、２次調査として、なおかつ小型探査機等によ

る詳細な調査が必要であるというようなことが示されておりますが、私どもでお尋ねした

限りでは、まだこの路面下の空洞を調査する探査車そのものも、国におきましても数台程

度しか保有されていないということで、今後の課題としては、民間業者さんの、そういっ

た実績をお持ちの業者さんを使っていく方向も検討が要るのであろうというような御意見

を承りました。 

 ただ、別件ではございますが、私どもも今回の御提案を機にさらに研究を進めてまいり

たいと思いますが、そういった探査車の導入、例えば先ほどの市長の回答に戻りますが、

国県とも協議しながら、どういった形で市として対応、導入していけるのかということは、

今後もさらに研究を進めてまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（行重 延昭君）  髙砂議員。 

○１３番（髙砂 朋子君）  いろいろと研究をしていただきたいと思います。 

 私の質問としては、全長一斉に調査は難しいところだけれども、優先せざるを得ない道

路はどういうふうに考えていらっしゃるでしょうかということをお聞きしたかったわけで

ございますけれども、事前に陥没等の危険箇所を把握していくことというのは、早期発見

早期対応につながると、そういったことでございます。 

 その優先をせざるを得ない道路という観点から、私なりの思いを述べさせていただきま

すと、防災の拠点となる市役所でありますとか、災害時の避難場所となる公共施設等の周

辺、また緊急車両、救急車両等の出入りが重要となる消防機関や病院等の周辺、また主要

幹線、そういったところに優先度を設けていただいて、早急に点検すべきであろうと、そ
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のように考えているところでございます。 

 今後は、国も示しておりますとおりに、防災そして減災の観点から考えて、各部署の連

携のもと、予防保全型の維持管理をお願いしたいと考えます。 

 公共施設の白書もでき上がり、今後のマネジメントに向かってスタートが切られており

ます。老朽化した公共施設とともにインフラの施設の保全、整備、そして適正な維持管理

に向けて、スピード感を持って取り組んでいただきたいことを要望いたしまして、この項

を終わりたいと思います。 

 次にですけれども、「お弁当の日」の取り組みについて質問をいたします。 

 ６月は食育月間でございました。国は、今年度の実施要項に、食に関する知識と食を選

択する力の重要性を盛り込み、食は子どもたちが豊かな人間性を育んでいく上で大変重要

であり、広く国民が子どもたちの食育に取り組むことを強調いたしました。 

 私は、平成２３年９月議会におきまして、食育の充実について質問した際、学校給食を

通して家庭での食事環境、食意識の向上の啓発をどのようにしていくか、大変重要である

ということを訴えさせていただきました。 

 と同時に、学校給食とは別に、年に数回、児童・生徒が自主的につくったお弁当を学校

に持参する取り組みである「お弁当の日プロジェクト」を紹介し、見解をお聞きしたわけ

でございます。 

 御答弁としては、食生活の実践力を養う上で、大変意味のある取り組みであると認識し

ておりますということでございました。このプロジェクトについて改めて御紹介をいたし

ますと、２００１年当時、香川県綾川町立滝宮小学校校長でいらっしゃった竹下和男先生

が始められた取り組みでございますが、今や、食育のために大変有効との評価が全国に広

がり、４７都道府県１，０００校が実施しておられます。山口県内では、昨年より、山口

県立大学において、大学型の「お弁当の日プロジェクト」を始められております。 

 児童・生徒が保護者の手を極力かりず、献立から、買い出し、調理、片づけまで、一人

で頑張ってみようという取り組みは、不器用であっても、取り組んでいく中で、食の大切

さや、日ごろ食事をつくってくださる方へ、また、生産者の皆様への感謝の気持ち、そし

て、食事をつくって食べるという基本、ひいては生きる力などを学んでいきます。 

 私は、２３年の質問の前に、竹下先生の講演をホームページで探しまして、一日講演を

聞いたことがございます。これは先生のお話の要約でございますが、子どもたちが大人に

なって、例えばひとり暮らしを始めたときに、おなかがすけば、便利な世の中ですので、

お菓子や手軽に口に入れられるものばかり食べている傾向が顕著であり、自分で食材を選

び調理することができない大人がどんどん増えている現状がある。その大人が子どもを育
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てていく環境につながっていくということを憂慮されておられました。 

 自分の体は自分が口に入れたものでできております。「お弁当の日」の経験は大人にな

っても生かされ、愛情のこもった手づくりの料理が自然とできるという大きな成果が出て

いるということも竹下先生は御紹介され、愛情のこもった食卓の豊かさが子どもたちの心

を育んでいると締めくくられました。 

 いま一度、この「お弁当の日」のプロジェクトについて、市教育委員会としての取り組

みについての御所見を伺いたいと思います。 

○議長（行重 延昭君）  教育長。 

        〔教育長 杉山 一茂君 登壇〕 

○教育長（杉山 一茂君）  「お弁当の日」の実施についての御質問にお答えいたします。 

 議員から御紹介のありました「お弁当の日」の取り組みは、児童・生徒が親の手をかり

ずに献立の考案から食材選び、調理、片づけまでを行うものであり、食生活の実践力を養

う上で大きな意義が認められ、全国的に広がっている取り組みと認識いたしております。 

 このような中、本市の小・中学校では、「お弁当の日」の取り組みを定期的に行う学校

はまだありませんが、御案内のように、先日、新聞報道でも取り上げられました右田小学

校では、ＰＴＡを中心に取り組もうとしており、今後、その成果に期待しているところで

ございます。また、遠足に持参するお弁当を自分でつくるよう勧めたり、６月の食育月間

にあわせて、自分でつくった弁当を持参させたりしている学校もございます。 

 このように、各学校におきまして、食育の一環として、児童・生徒の実情や保護者の理

解にあわせながら工夫して取り組みを進めているところでございます。 

 防府市教育委員会といたしましては、このような各学校の取り組みの成果を、広く情報

提供したり、共有したりしながら、児童・生徒が食に関する知識や能力等を発達段階に応

じて総合的に身につけることができるよう、各学校の取り組みを支援してまいります。 

 以上、答弁申し上げました。 

○議長（行重 延昭君）  １３番、髙砂議員。 

○１３番（髙砂 朋子君）  ありがとうございました。今御答弁にもありましたように、

先月５日、右田小学校で、同校ＰＴＡ主催の教育講演会が開催され、竹下和男先生が「弁

当の日がやってきた～お弁当づくりはアドベンチャー～」という題目で講演をされたこと

を、ラジオや報道で知りました。報道によると、右田小学校では、本年度、５、６年生が

「お弁当の日」を設けることを検討しているということでございました。 

 県内に、こういった取り組みをされているところはまだなく、市内で手を挙げられた学

校があったことに対して、私も本当にうれしく思ったわけでございます。このすばらしい
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取り組みに挑戦されようとしておられる右田小学校ＰＴＡの皆様に、心から敬意を表した

いと思っているところでございます。 

 この件について、市教育委員会としての御見解は、改めてもう一回お聞きいたしますけ

れども、どのような見解をお持ちなのか、どのように右田小学校の「お弁当の日」のチャ

レンジに対してかかわっていかれるのか、その辺を、いま一度詳しくお聞かせいただけま

すでしょうか。 

○議長（行重 延昭君）  教育長。 

○教育長（杉山 一茂君）  先ほど御答弁申し上げましたが、この取り組みは、やはりＰ

ＴＡ中心で行っておられますので、私ども、この取り組みを注目して、その成果を、また

他の学校に広めていきたいというふうに思っております。 

 私どもがこの取り組みについてどうこうというわけにはまいりません。ただ、先ほど髙

砂議員さんも申されましたけども、子どもの感謝の心とか、あるいは自己肯定感とか、い

ろいろな子どもたちの中にもいいものが育っておるようでございます。 

 私も、ちょっと本を読ませていただきました、この先生の。そうしたいい部分というも

のは、決して今の子どもたちにとってなくてはならない力だと思っておりますので、取り

組みには期待しております。 

 以上でございます。 

○議長（行重 延昭君）  髙砂議員。 

○１３番（髙砂 朋子君）  ぜひ、しっかりこの右田小学校ＰＴＡの皆様が頑張られるお

取り組みを教育長も知っていただきたいという思いから再度申し上げましたけれども、ぜ

ひ、教育長さんにおかれましても、この行事があるときには出向いていかれて、子どもさ

んたちの頑張られた様子に目を向けて、またお声もかけていただければと思います。 

 また、その様子を、市内の多くの保護者の方や学校関係者の方々に伝えていただきたい

というふうに考えております。 

 竹下先生著の「ごちそうさま、もらったのは命のバトン」、そういった本を最近買い求

めまして読んだわけでございますけれども、実施に当たってはさまざまな困難があること

が紹介されております。検討してもできないところもあるわけです。また、形を変えて取

り組んでおられるところもございます。保護者の反対があったり、また学校の反対があっ

たり、また地域の方々のいろいろなお声もあったり、さまざまな見解の違いが出てくる中、

願っておりますのは、食を通して子どもたちの健やかな成長だということで、理解の輪が

広がって実施につながっているようでございます。 

 本の中には、いろいろなエピソードが紹介されているわけですけれども、ある小学校は、
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高学年の保護者主導で、遠足の日のお弁当を子どもにつくらせようと、チラシをつくられ

て配られ、遠足の日に朝早くから起きてお弁当を頑張ってつくった。子どもたちは大喜び

で、その日の遠足は大変盛り上がったそうでございます。その話を聞いた校長先生が、そ

れはすごいことだということで、生まれて初めて御自分でお弁当をつくって、子どもたち

に披露した。そういったエピソードも紹介されておりました。 

 また、お弁当を頑張ってつくった、ある子どもさんの感想文が載っていたわけですけれ

ども、とてもうれしかったと、それで、いつも私たちに御飯をつくってくれているお母さ

んに本当に感謝の思いでいっぱいになった。大変忙しいお母さんをこれからは助けてあげ

たい。そういった作文も紹介されておりました。 

 いろいろな課題、またいろいろな見解の中で進めてこられている「お弁当の日のプロジ

ェクト」、１，０００校ということでございますから、たくさんたくさんやっておられる

という取り組みではないかもしれません。しかしながら、「お弁当の日のプロジェクト」

というのは、あくまでも食育の一つのきっかけになる有効な対策ではないかというふうに

考えております。 

 食を通して、子どもたちの心に、豊かな心、生きていく力が育まれるように、さらに食

育の充実に取り組んでいただきたいと考えております。 

 ここで、市長さんにもお考えをお聞かせいただければと思いますが、今御紹介いたしま

したプロジェクトについて、御所見をいただければと思っております。よろしくお願いい

たします。 

○議長（行重 延昭君）  市長。 

○市長（松浦 正人君）  私は、学校給食は大変充実しているように思っております。本

市に赴任された学校の先生方が異口同音にそのボリュームと味等々について賞賛の声を多

く耳にいたしているところであります。 

 そういう学校給食ではございますが、今のような弁当プロジェクトというようなものも、

自発的におやりになることは、いろいろな意味での教育効果も上がってくるのではないか

と、個人的には感じているところではございます。 

○議長（行重 延昭君）  髙砂議員。 

○１３番（髙砂 朋子君）  学校給食というのは、子どもたちへの食育に大きな影響があ

るわけでございますけれども、それはまた子どもたちから家庭への波及というか、影響と

いうものも大変大きくなければいけない、そのように感じているところでございます。 

 いろいろな家庭環境がある中で、保護者の方々も、食育に対しては意識を持って頑張っ

ておられるとは思いますけれども、こういった具体的な「お弁当の日のプロジェクト」と
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いうようなものが目の前にありますと、改めて家庭での食育も大変重要だということに気

づいてもらえるのではないかと思っているわけでございます。 

 知育、体育、徳育、そして食育、どれも欠けてはなりません。子どもたちの健やかな成

長、そして幸せのために、私ども大人の相当な覚悟が要ると感じております。 

 今後のお取り組みをどうかよろしくお願いをいたします。 

 以上で、私の質問を終わります。ありがとうございました。 

○議長（行重 延昭君）  以上で、１３番、髙砂議員の質問を終わります。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

○議長（行重 延昭君）  お諮りをいたします。本日の会議はこの程度にとどめ、これに

て延会することに御異議ございませんか。 

        〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（行重 延昭君）  御異議ないものと認めます。よって、本日はこれにて延会する

ことに決しました。お疲れでございました。 

 なお、大変お疲れのところ申しわけございませんが、直ちに、議会運営委員会を開催い

たしますので、関係の方々は第一委員会室に御参集ください。お疲れでございました。よ

ろしくお願いします。 

午後２時３７分 延会 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩 

地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

 平成２６年７月１日 

 

             防府市議会議長    行 重 延 昭 

 

             防府市議会議員    田 中 健 次 

 

             防府市議会議員    山 下 和 明 
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